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常磐大学「2023年度行動計画の実績報告」について【暫定版】 

 

標記の件については、本学における学修（学習）の成果に基づく教育研究活動等の改善を継続的に行う仕組み（「内部質保証」）の実績として報告します。 
 

１．常磐大学・常磐大学大学院 2023年度行動計画  ※下線部は、特に「TOKIWA VISION 2023」の達成に向けて新たに取り組む項目や重点的に取り組む項目。 

基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅰ 
 

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

教

育

の

効

果 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A-1 ミッションを確立

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-A-2 高等教育機関とし

て地域・社会に貢献して

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地域連携・国際交流

（１）地域連携活動の充

実 

・地方公共団体および産

業界等との連携・交流の

推進 
・地域における各高等教

育機関との連携の推進 
・学修者が生涯学び続け

られるための多様で柔

軟な仕組みと流動性の

確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年

目）の中期計画の立案 

 

 

Ⅰ-A- 1[看護学部] 

・大学のミッション、教育理

念とそれらに基づく看護学

部のDP、コンピテンシー

について学生の認識を高め

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 

・ステークホルダーからの認

識や理解を得るための取り

組みの構築 

 

 

 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 
・教員、学生が地域での活動

に従事する場合の、手続き

上の利便性を高める方策等

について、議論を重ねる必

要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画の立案 

 

 

Ⅰ-A- 1[看護学部] 

①初年次科目「看護職への道

Ⅰ」において、ミッションお

よび教育理念、またそれらに

基づき設定した看護学部の

DP、コンピテンシーを学生

が認識できるようにする。 
②2年次以降の学生の認識を強

化する計画を立案する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 

・左記に関し、成果が期待でき

る組織作りなど25年度まで

の具体的計画を立案する。 

・一部計画の実施 

 

 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 

①教員による地域の生涯学習、

研修会、公開講座等への参画

を継続する。 

②学生による学外での活動の機

会を提供し、活動を支援す

る。 

 

 

 

[心理学科] 

・茨城県立水戸南高等学校と常

磐大学の連携によるキャンパ

スエイド活動を継続する。 

 

[教育学科] 

・教員養成のための三大学連携

協議会への参画を継続し、シ

ンポジウム等の開催に関わ

り、学生の参加を促す。 

 

 

 

 

 

[現代社会学科] 

①茨城県社協、水戸市社協との

連携のもとに、実務家教員の

派遣を継続する。 

②男女平等参画課のワークライ

［基準Ⅰ-A ミッション］ 

Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 

・2021 年度に作成した「教育理

念」「養成する人材像」を本研

究科のミッション（中期計画）

とした。見直しは25年度に行

う。 

Ⅰ-A- 1[看護学部] 
①1 年次科目「看護職への道Ⅰ

（看護職の学びの基盤）」にお

いて、ミッション、教育理念、

看護学部の DP、コンピテンシ

ーを説明した。課題を通して学

生がコンピテンシーを考える

機会を設定した。 

②2 年次以降の学生の認識を強

化するため、年度当初の各学年

履修ガイダンスにおいて DP、

コンピテンシーを確認するこ

ととした。 

③入学式後および父母等懇談会

の学科別懇談会に出席した学

生の家族を対象に、本学部のめ

ざす教育や教育の実際につい

て説明を行った。学科別懇談会

の出席は55家族であった。 

Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 

・計画は24年度から修了生・在

学生の職場を対象に、実習等の

説明訪問の機会を利用して研

究科長の指導の下、入試委員

会・教務委員会を中心に聞き取

り調査を行う。 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 

①地域連携センターが把握して

いる、本学部所属教員による

地域の生涯学習、研修会、公

開講座等への参画件数は38件

であった。                                           

②学科やゼミ等の単位で、学生

による学外での活動の機会を

提供し、活動支援を継続し

た。 

[心理学科] 

・2023年度は 2年次生から 4年

次生の 9 名の学生がキャンパ

スエイドとして高校生の支援

活動に参加した。 

[教育学科] 

・茨城県教員採用試験の早期化

に伴い、大学３年生対象の前倒

し試験を12月に実施すること

になったため、同時期に開催さ

れていた三大学連携シンポジ

ウムの開催が困難となった。一

方で、「いばらき輝く教師塾」

等への学生の参加促進を継続

した。 

[現代社会学科] 

①茨城県社協、水戸市社協との連

携のもとに、実務家教員による

授業を実施した。茨城県社協に

は「地域福祉と包括的支援体制

 
  



2 
 

基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅰ-A- 2 [総合政策学部] 

教員個別の地域貢献の取り組

みを、学部学科全体として共

有し支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A- 2[看護学部] 

・教員の地域・社会貢献活動

と学生の課外活動を推進す

る。 
・連携病院をはじめ実習関連

施設との連携・交流を推進

する。 
・オープンカレッジについて

フバランスの講習会に、複数

ゼミナールが参加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[コミュニケーション学科] 

①「デザインを介した地域連

携」として、ひたちなか海浜

鉄道湊線およびその支援団体

であるおらが湊鉄道応援団、

MMMへの教員と学生が一丸と

なった地域活性化活動を継続

する。 

②地元酒造会社と連携した、学

生による製品のデザイン提案

を推進する。 

③ 教員が県内・市内の日本語

学校およびボランティア日本

語教室と連携し、教員による

指導のもと、学生がインター

ンシップやボランティア活動

を通して、地域在住の外国人

を支援する活動を行う。 

④常磐大学高等学校と連携し、

ボランティア日本語教室にお

いて、生徒と学生が協力し

て、外国ルーツの子どもの日

本語支援をする機会を作る。 

 

 
Ⅰ-A- 2 [総合政策学部]  
①地域における高等教育機関、

地方公共団体および産業界と

の連携・交流を推進する。 
②教員による地域の生涯学習、

研修会、公開講座等への参画

を継続する。 

③教員個別の活動を学科ごとに

把握し、学部学科の取り組み

としても方向性を定めてい

く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-A- 2[看護学部] 

①地域の研修会講師や委員とし

て教員を派遣する。 
②連携協定のもとに県内国立病

院機構と共同で実施している

「みとかい」（看護職者研

修）、「TOKI²プレナース体

験」（高校生対象の研修）を

Ⅰ」および「地域福祉と包括的

支援体制Ⅱ」の２科目、水戸市

社協には「ソーシャルワークの

理論と方法」「ソーシャルワー

クの理論と方法（専門）」を提

供いただいた。 

②水戸市男女平等参画課のワー

クライフバランスに関する講

習会に水嶋ゼミと小森田ゼミ

の学生が参加した。 

[コミュニケーション学科] 

①阿字ヶ浦駅にて開催された「阿

字ヶ浦プロジェクションマッ

ピング」の運営と映像制作を行

なった。 

②水戸の梅まつりに合わせてリ

ニューアルした『本格梅酒梅香

Princess Tokiwa』の販売を行

なった。 

③日立さくら日本語学校で 5 名

の学生が留学生支援のボラン

ティア活動を行った。また、1

名の学生が水戸市内の小学校

2校で、外国ルーツの子どもの

日本語支援ボランティアを行

った。 

④教員が主宰するボランティア

日本語教室「にほんご水戸の部

屋」で、大学生と高校生が共に

外国ルーツの子どもの日本語

支援に取り組んだ。7 月と 12

月には季節の祭りを学生主体

で企画・開催し、高校生も協力

して、地域の外国人と日本人の

交流の場を作った。 

Ⅰ-A- 2 [総合政策学部] 

①地域における高等教育機関、地

方公共団体および産業界との

連携・交流については、自治体

委員会等への学生参加が5件、

教員がのべ66件あった。 

また、本学部の科目として実施

される外部組織との連携協定・

寄付講座は、常陽銀行2科目、

いばらき中小企業グローバル

推進機構2科目、株式会社アプ

リシエイト2科目、水戸観光コ

ンベンション協会1科目、水戸

信用金庫 2 科目、自治体 2 科

目であった。継続して連携・交

流を推進する。 

②教員による地域の生涯学習、研

修会、公開講座等への教員参加

が9件あった。継続して参画を

推進する。 

③教員の研究活動や社会貢献活

動のうち学科の方向性に合致

するものについては学科長等

に報告され各学科ニュースを

通じて発信した。今後もこのよ

うな行動を続けていく。 

 

Ⅰ-A- 2[看護学部] 

①在宅療養支援、思春期保健、母

子保健、精神科訪問看護、医療

的ケア、地域包括ケア、看護研

究、専任教員養成等に係る研修

会講師や委員として教員を派

遣した。 

②「みとかい」（看護職者研修）
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の人々が本学部に期待

する学習内容を把握し、プ

ログラムを継続的に提供す

る。 
・看護系人材を確保するた

め、看護の魅力を積極的に

発信する。 
・県内大学との教育・研究に

おける連携・交流を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A- 2［人間科学研究科] 

・継続して地域貢献ができる

仕組みを検討する。 

 

 

 

Ⅰ-A- 2[看護学研究科] 

継続する。「TOKI²プレナー

ス体験」が参加者にとって成

長イメージを持てるプログラ

ムであるか評価する。 
③連携病院の看護研究支援を継

続する。 
④実習施設との連携を強化する

ための実習連絡協議会を継続

する。また、臨地教育教員の

活用を進める。 
⑤オープンカレッジ参画を継続

する。受講者を対象に、本学

部に期待するテーマについて

調査を行う。 
⑥看護の魅力を伝えるために進

学説明会や高校への出前授業

を継続する。 
⑦高校との連携により行う看護

体験授業の対象校を3～4校

に拡大する。 
⑧正課授業の開放（科目等履修

生の受け入れ）を進める。 
⑨学生の課外活動状況を調査

し、活動機会を提供するなど

課外活動を促進する。 
⑩県内看護系大学との連携につ

いて近隣大学の意向をヒアリ

ングし、検討する。 
⑪社会人が看護を学ぶために提

供できる仕組みを検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-A- 2［人間科学研究科] 

・心理臨床センター業務と、コ

マ換算される授業等業務とを

切り分けるための検討を始め

る。 

 

Ⅰ-A- 2[看護学研究科] 

は業務の都合で企画できなか

った。次年度開催に向けて、各

病院と研修ニーズを検討する。 

 「TOKI²プレナース体験」（高

校生対象の研修）は水戸医療セ

ンターとの共催により 3 月に

実施した。Covid-19 の影響が

少なくなったためか、参加者は

定員を超えた46名であり、昨

年度（21 名）より大幅に増加

した。 
③連携病院 2 施設の看護研究支

援のため、それぞれ研修会（基

礎コース、実践コース）を立案・

実施した。参加者数は、水戸医

療センター：基礎24名、実践

32 名、霞ヶ浦医療センター：

基礎8名、実践12名であった。 

④実習施設との連携を強化する

ため、例年同様、実習連絡協議

会を4月に行った。ハイブリッ

ド形式で行い、対面では28施

設34名、オンラインでは25施

設37名、合計53施設71名が

参加した。 

 臨地教育教員について、18 施

設201名に称号授与したが(継

続者を含む)、その活用状況の

把握は次年度の課題である。 

⑤幼児期の健康に関するオープ

ンカレッジを開講したが、応募

者数が最少開講人数に達せず

中止となった。受講者層に対す

る調査は次年度の課題とする。 

⑥地域で開催される進学説明会

（7 回）、高校で開催される系

統別説明会・模擬授業（4回）、

高校生や保護者のキャンパス

見学（3回）に教員を派遣した。 

 また、オープンキャンパスは、

全9回実施した（参加希望の多

い8月に1回追加実施）。 

⑦高校との連携により行う看護

体験授業の対象校を 1 校拡大

し、桜の郷キャンパスにおいて 

常磐大学高等学校・智学館中等

教育学校（2年生34名、1年生

1名）、水戸第二高等学校（1・

2年生27名）、県立水戸第三高

等学校（1・2年生29名）それ

ぞれに特化した看護体験授業

を実施した。 

⑧科目等履修生は応募がなかっ

た。授業開放については、次年

度に検討する。 

⑨水戸ホーリーホックコラボデ

ーに際し、1年生5名と教員が

人体双六と血管年齢測定を企

画・実施し、約50名の参加者

があった。学生の課外活動に関

する調査は次年度の課題とす

る。 

⑩、⑪は未着手であった。 

Ⅰ-A- 2［人間科学研究科] 

・公開研修会、公開講演会等、心

理臨床センター業務の扱いに

ついて、心理臨床センター運営

委員会内で継続審議を行って

いる。 

Ⅰ-A- 2[看護学研究科] 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B-1 教育目的・目標を

確立している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多様な学生（フルタイムの

学生、または子育て中の学

生）に配慮した時間割や教

育環境の充実 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A-2［教職センター］ 

・本学と茨城県教育委員会と

の連携協定の締結に向けた

交渉を進める。 
・茨城県内の教育課題を取り

上げた教職センター主催シ

ンポジウムの開催に向けた

準備を進める。 
・教職課程履修者の学びの成

果とその還元に向けた教職

センターの支援体制を構築

する。 
・茨城県内現職教員のスキル

アップに関する教職センタ

ーの相談機能を整備する。 
 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年

目）の中期計画の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B -1［人間科学部共通］ 

・恒常的な点検活動を継続

し、課題が確認された場合

は、改善に向けた検討を行

う。 

 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 1 [総合政策学部] 

・地域社会からの要請に応え

ているかを検証する仕組み

を作る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 1[看護学部] 

・教務委員会を中心に検討を進

める。ただし、教員の過重負

担につながらないような改善

案を策定する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A-2［教職センター］ 

・教職課程履修者の「履修カル

テ」を改訂し、教職課程等に

おける学びの成果が学校支援

活動等へどのように活用され

たのか可視化できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画を立案する。 

・今年度計画を実施する。 

 

 
Ⅰ-B-1［総合講座］ 

・全学の共通科目の目的・目標

の検証 
・各学科との間での教養教育の

目的・目標・学修成果・相互

履修科目の位置づけの検証 
・概要・到達目標の簡潔化 
 
 

Ⅰ-B -1［人間科学部共通］ 
①教育目標、DP・CPの恒常的点

検により把握した課題のう

ち、学則改正を伴う課題につ

いては、2023（令和5）年10

月までの教授会承認を目指

す。 

②学部の教育目的・目標につい

ては、広報パンフレット、

HP、履修案内等により、学内

外への周知性を確保する。 

Ⅰ-B- 1 [総合政策学部]  
①建学の精神を基軸とした3つ

のポリシー（DP, CP, AP）の

有機的関連を、教育環境の変

化や地域社会からの期待等に

反応しながら継続的に検証

し、優先課題を実現してい

く。 
②卒業生に対して、大学での学

び全体を総括する質問紙調査

や、卒業後、社会に出た後の

フォローアップ調査の全学的

な実施を働きかける。 
 
 
Ⅰ-B- 1[看護学部] 

・2024 年度入学生として茨城県

内の医療施設で働く看護職者

7名（定員6名）を確保した。 

・フルタイムの学生はいなかっ

たが、子育て中の学生の授業欠

席に関しては他の学生にも相

談した上で、全学の方針に則り

時間割変更を行うなど柔軟に

対応し、退学につながらないよ

うに努めた。 

Ⅰ-A-2［教職センター］ 

・Google スプレッドシートを活

用して「履修カルテ」をオンラ

イン化し、常時確認できるよう

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 

Ⅰ-B[看護学研究科] 

・2021 年度に作成した「教育目

標」を本研究科の教育目的（中

期計画）と定めた。 

・教育目的の見直しを要する意

見等はなかった。次は25年度

に中間見直しを行う。 

Ⅰ-B-1［総合講座］ 

・全学の共通科目の目的・目標の

検証を十分には行えなかった。 

・各学科との教養教育の目的・目

標・学修成果・相互履修科目の

位置づけの検証には進めてい

ない。概要・到達目標の簡素化

は、可能な科目から順次着手し

た。 

Ⅰ-B -1［人間科学部共通］ 

①教育目標、DP・CPを点検した。

教育学科では、一部の科目で履

修系統図（表形式）の「授業科

目の主題」「学生の学修目標」

を修正した。 

②学部・学科の教育目的・目標を

ガイドブック、HP、履修案内等

に明示し、学内外への周知に努

めた。 

 

Ⅰ-B- 1 [総合政策学部] 

①CPは 3学科で書式の統一をは

かったほか、主語を学科に統一

するなどの適正化を図った。AP

は求められる力や入試制度と

の関連性を明確にした。DP に

ついては後述（Ⅰ-C- 2）のル

ーブリック導入に合わせ微修

正した。今後も継続的に検証を

続けていく。 

②卒業生に対する質問紙調査に

ついては、学科長会議において

実施の方向性を検討し、次年度

以降の実施を目指すこととし

た。 

Ⅰ-B- 1[看護学部] 
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Ⅰ-B-2 学習成果（Student 
Learning Outcomes）を
定めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ミッションに基づく学部の

教育目的・目標を定期的に

点検し、学内外に周知す

る。 
・教育目的・教育目標に基づ

く人材養成が地域・社会の

要請に応えているかについ

て定期的に点検する。 
Ⅰ-B- 1［人間科学研究科] 
・教育目的教育目標に変更が

ある場合には、速やかに周

知する仕組みを整える。 

Ⅰ-B-1［教職センター］ 

・教職課程履修者のニーズお

よび茨城県教員育成指標の

改正に伴う、教職課程の目

的・目標の見直しの必要性

について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B -2［人間科学部共通］ 

・学部・学科レベルで、成績

評価基準や可視化された学

修到達度の点検、管理の共

有を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 2 [総合政策学部]  
・学生の学習成果を可視化す

るための仕組みを作る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 2[看護学部] 

・学習成果がミッションおよ

び学部の教育目的・目標等

に照らして十分かつ適切な

測定指標であるかを点検

し、測定した学習成果をフ

ィードバックする仕組みを

つくる。 
・ルーブリック評価など学習

成果の可視化を推進する。 
 

①学部の教育目的・目標を点検

し、大学HPや履修案内等に

明示する。 
②卒業生の進路先への調査を設

計、実施し、教育方針・内容

への示唆を得る。 
 
 

Ⅰ-B- 1［人間科学研究科] 

・カリキュラムポリシーを含め

た、研究科の活動の周知性を

高める。 

Ⅰ-B-1［教職センター］ 

・2023年度から適用される教職

課程カリキュラムにおける教

職課程履修者のニーズを把握

するとともに、改正された茨

城県教員育成指標を本学教職

課程の目的・目標へ反映させ

る必要性について検討する。 

Ⅰ-B-2［総合講座］ 

（統計の基礎） 
・統計の基礎では、作成したル

ーブリック評価の適切性につい

て、継続的に点検する。 
 
 

Ⅰ-B -2［人間科学部共通］ 

①卒業研究科目以外の学科の必

修科目について、評価基準に

ついて検討を進める。シラバ

ス等を通じてその基準の明示

を目指す。                      

②卒業研究科目では、作成した

ルーブリック評価の適切性に

ついて、継続的に点検し、活用

する。卒業研究発表会等を行

い、各学科における学修到達

目標を学内外に示す。 

③国家試験合格等が学習成果の

集大成となる学科において

は、KPIで示された目標値の達

成を目指す。国家試験等の結

果公表を継続する。 

Ⅰ-B- 2 [総合政策学部]  
①個々の学生単位での学習成果

を効果的に測定するために、

DPの細目ごとに学習成果の

数値化あるいは可視化するな

どの方策を検討していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 2[看護学部] 

①2021年度に学習成果として確

認した以下の測定指標が適切

か、ワーキンググループを中

心に点検する。またこれらの

学習成果を評価し、その結果

をフィードバックする仕組み

を検討する。 
＜卒業時の学習成果＞ 
・コンピテンシーの獲得状況 
・卒業時達成目標 

①3ポリシーについて点検し、ア

ドミッションポリシーの語句

を一部修正した。また、教育目

的・目標が大学HPや履修案内

等に明示されていることを確

認した。 

②卒業生への進路先への調査は

計画中である。 

Ⅰ-B- 1［人間科学研究科] 

・広報資料の内容を一部改変し

た。 

 

Ⅰ-B-1［教職センター］ 

・2023 年度の 1 年生の教職課程履

修状況をもとに、小中両方の免許

状の取得を希望する学生数を把

握した。改正された茨城県教員育

成指標と関連する授業科目につ

いて、授業内容修正の必要性を

検討した。 

Ⅰ-B-2［総合講座］ 

・統計の基礎では、作成したルー

ブリック評価の適切性につい

ての点検作業を行い、現段階で

は特段の変更はなしとした上

で、今後も継続的に点検と見直

しを行うこととした。 

Ⅰ-B -2［人間科学部共通］ 

①卒業研究科目以外の学科必修

科目について評価基準を検討

し、単位修得状況の振り返りも

踏まえて、必要に応じてシラバ

スを修正した。 

②卒業研究科目のルーブリック

評価の適切性を点検した上で、

現行のルーブリックを用いて

厳正な評価を行った。学科単位

に卒業研究発表会等を実施し、

学科の学修到達目標を明示し

た。 

③一部の学科では国家試験合格

等のKPIの目標値を達成し、試

験結果を公表した。 

 

Ⅰ-B- 2 [総合政策学部] 

①DPの細目ごとの数値化につい

ては導入に至っていないが、

各セメスター末に全ての科目

の単位取得状況を数値によっ

て振り返り、十分な学習成果

を得られていないと判断され

た科目については次年度の授

業内容ないし成績評価を変更

するなどの対応を行った。 

［経営学科］ 

セメスターごとに必修科目の単

位取得状況を科目担当者から学

科に報告し、学科で状況を把握

した。 

Ⅰ-B- 2[看護学部] 

①学修成果として、看護技術の

到達状況、看護実践能力の獲

得状況（OSCE）、国家試験合格

率について評価した。国家試

験合格率は、大学HPで公表し

ている。評価結果は学科運営

会議において教員間で共有し

ている。 

測定指標の適切性および評価結

果のフィードバック方法につ
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Ⅰ-B-3 卒業認定・学位授

与の方針、教育課程編

成・実施の方針、入学者

受入れの方針（三つの方

針）を一体的に策定し、

公表している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-B- 2［人間科学研究科] 

・臨床心理士、公認心理師受

験結果の正確な把握をする

手法の獲得が必要である。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-B -3［人間科学部共通］ 

・恒常的な点検活動を継続

し、課題が確認された場合

は、改善に向けた検討を行

う。 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B- 3 [総合政策学部]  
①学部の3つの方針に沿っ

て、各学科の3つの方針を

定め、広報パンフレット、

ホームページ、履修案内等

により、学内外への周知性

を確保する。 
②策定された3つの方針に修

正が必要な場合は、教授会

で審議する。 
 
 
 
 
 

Ⅰ-B- 3[看護学部] 

・3つの方針を定期的に点検

し、公表することを継続す

る。 

 

 

 

・看護技術の到達状況 
・国家試験合格率 
＜学習過程の学習成果＞ 
・看護実践能力の獲得状況

（OSCE） 
②学習成果を可視化するための

一方法として4年次科目「看

護課題の探究」のルーブリッ

ク評価の妥当性を検証し、必

要時ルーブリックを修正す

る。また、適用可能な他の科

目でのルーブリック評価を行

う。 
Ⅰ-B- 2［人間科学研究科] 

・合格実績の適切な提示方法に

ついて、検討をすすめる。 

 

 

 

Ⅰ-B- 2[看護学研究科] 

・学修成果の内外への表明を検

証する。 

・定期点検中期計画の策定し一

部を実施する。 

・ルーブリックを策定した 2 科

目の評価を検証し、科目拡大

の是非を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B -3［人間科学部共通］ 

①3 つのポリシーの周知性を高

める。 

 

 

 

②恒常的にポリシーの点検を実

施し、課題の確認に努める。 

 

 

Ⅰ-B- 3 [総合政策学部]  
①学部の3つの方針に沿って、

各学科の3つの方針を定め、

広報パンフレット、ホームペ

ージ、履修案内等により、学

内外への周知性を確保する。 
②策定された3つの方針に修正

が必要な場合は、教授会で審

議する。 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 3[看護学部] 
①3つの方針について、学習成

果と関連づけて点検する。 
②教員は、3つの方針を踏まえ

た教育活動立案・実施を継続

する。 
 

いてはまだ検討中である。 

②学習成果を可視化するために

昨年度作成した4年次科目

「看護課題の探究」のルーブ

リックについて、これまで用

いていた評価表と比較により

妥当性を検討した。その結果

をふまえてルーブリックを一

部修正して評価に用いた。 

 

 

 

 

Ⅰ-B- 2［人間科学研究科] 

・2024年1月の臨床心理士実地

視察において、合格実績は、

修了直後の者を、既卒者と分

けて記載することの必要性を

共有した。 

Ⅰ-B- 2[看護学研究科] 

・学修成果の内外への表明につ

いてはなお、検討が必要であ

る。 

・課程の学修成果は学位授与方

針に具体的に示されており、

学生には徹底されており、最

終試験でルーブリックにより

評価された。 

・各科目の学修成果は全学の方

針に従いセメスターごとに検

証され、授業や評価の改善に

役立てた。 

・ルーブリックを作成した2科

目は講義科目であったため非

現実的であった。今年度は来

年度に向けて実習2科目のル

ーブリックを作成した。 

 

Ⅰ-B -3［人間科学部共通］ 

①パンフレット、HPに 3つのポ

リシーを明記し、一般社会への

周知を継続した。履修案内に学

部・学科のDP・CPを掲載し、

周知に努めた。 

②3つのポリシーの点検を行い、

履修系統図（図形式）において

AP・CP・DP と各授業科目の対

応関係を明示した。 
Ⅰ-B- 3 [総合政策学部] 
①本学部は3学科とも2024年度

よりカリキュラム変更を予定

している。そのため広報パンフ

レットについては広報委員を

中心に、履修案内については教

務委員を中心に各学科で検討

を行い、新カリキュラムに沿っ

た内容への変更を行った。大学

ホームページについては後述

（Ⅱ-A-4）する。 

②前述（Ⅰ-B-1）のように3つの

方針を数次にわたり修正を行

ったが、その都度教授会で審議

した。 
Ⅰ-B- 3[看護学部] 
①学習成果と関連づけての 3 つ

の方針の点検には至らなかっ

た。次年度の継続課題とする。 

②教員は、3つの方針を踏まえた

コンピテンシーを担当科目の

シラバスに明示して教育活動
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［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ- C -1 自己点検・評価活

動等の実施体制を確立

し、内部質保証に取り組

んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・全学的な教学マネジメ

ントの確立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅰ-B- 3［人間科学研究科] 

・人間科学研究科において得

られる学習成果を分かりや

すく伝えるための、学習成

果の中身の具体化と手法の

確立。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ-C[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年目）

の中期計画の立案 

 

 

 

 

 

Ⅰ-C-1［総合講座］ 

・各科目運営会議と運営連絡

会議の密な連携に基づく、

自己点検・評価の仕組みを

継続、発展させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-C- 1［人間科学部共通］ 

・人間科学部自己点検・評価

実施委員会において、委員

会の構成員や、学科で記載

する点検項目について、検

討を開始するか、審議す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 1 [総合政策学部] 

・自己点検評価に全学部学科

教員が参画する。 

 
 
 

Ⅰ-B- 3［人間科学研究科] 

・各領域で、分かりやすい学習

成果の示し方について、他の

研究科の事例などを探し、議

論を始める。 

 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B- 3[看護学研究科] 

・三つの方針に関し学外のステ

ークホルダーの理解に関する

実態調査を段階的に行う。 

 

 

 

 
 
［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ-C[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画を立案する。 

・今年度計画を実施する。 

 

 

 

 

Ⅰ-C-1［総合講座］ 

・各科目運営会議との連携を踏

まえて、運営連絡会議を中心

に、学修成果の可視化を行な

う。 
・検討結果を2024年度シラバ

ス等に反映させる。 
(1)教養科目 
・セメスター毎の履修・評価状

況等の点検を継続する。 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-C- 1［人間科学部共通］ 

①全学自己点検・評価委員会の

もとに、人間科学部自己点検・

評価実施委員会規程に基づき

委員会を構成し、点検・評価活

動を継続する。各学科で活動

の共有化をすすめ、教授会を

通して共通理解を深める。実

現計画と達成状況は、法人 HP

上にて公開し、周知性の確保

を目指す。 

②外部機関からの指摘事項には

迅速な対応を検討する。 

 [健康栄養学科] 
・関東信越厚生局の指導調査で

得た指摘をふまえ、それに沿

った改善を継続する。 
Ⅰ-C- 1 [総合政策学部]  
①学部自己点検評価委員会にお

いて、学部での自己点検を行

を立案・実施している。 

③AP を点検し、内容が妥当であ

ることを確認した。 
Ⅰ-B- 3［人間科学研究科] 
・第Ⅰ領域では学習成果を公表

し、外部からも意見をうかがう

目的で、学会・研究会での報告

を促進した。また、共同研究を

行っている他大学研究科と修

士論文の交換を行った。 

また、臨床心理士実地視察にお

いては、他大学大学院研究科に

おける修士論文の取り扱いに

ついても、情報提供を得た。 

Ⅰ-B- 3[看護学研究科] 
・APに関しては「大学院案内」の

配布等で学内外に周知した。 

・DP に関しては出来ていなかっ

たので、次年度配布の「大学院

案内」に掲載し、徹底を図った

上で、調査を行う（Ⅰ-A- 1参

照） 

 

［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 

Ⅰ-C[看護学研究科] 

・全学自己点検評価委員会の方

針に従って、研究科長、教務委

員長、看護学研究科に属する大

学院研究倫理委員会副委員長、

看護学研究科FD副委員長の協

働体制の下、内部質保証に取り

組んだ。 

 

Ⅰ-C-1［総合講座］ 

・運営連絡会議を定期的に開催

し、これと各科目の運営会議が

連携して、自己点検・評価活動

を行った。一部の科目で、ルー

ブリック・学生アンケート・評

価結果等をもとに、学修成果を

明らかにしようとした。十分な

可視化には至らなかった。 

・検討結果等を踏まえて、一部の

科目では2024年度の授業内容

や評価方法の修正を行った。 

・教養科目では、さらに独自に、

各セメスター終了時に科目毎

の履修状況、成績評価結果、学

生の修得単位数などの点検評

価を行った。 

Ⅰ-C- 1［人間科学部共通］ 

①全学自己点検・評価規程および

同委員会のもとに学部の委員

会を構成し、点検・評価活動を

継続した。また、各種自己点検・

評価の結果については、学科会

議・教授会等を通して学部構成

員の共通理解を図った。法人

HP 上で計画と実績を公開し

た。 

 

②外部機関からの格別の指摘事

項はなかった。 

[健康栄養学科] 

・関東信越厚生局の指導調査で

得た指摘をふまえ、それに沿っ

た改善を継続する。 

Ⅰ-C- 1 [総合政策学部] 

①学部自己点検評価委員会を組

織し、各学科会議と連携しつ
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
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Ⅰ-C-2 教育の質を保証し

ている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 1[看護学部] 

・看護学部自己点検・評価実

施委員会と学部内各委員会

のPDCAを組み合わせた自

己点検・評価活動を継続す

る。 

・ステークホルダーからの定

期的な意見聴取について立

案、実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-C- 1［人間科学研究科] 

・領域によっては、修士論文

だけでなく資格取得など

を、学習成果として把握す

ることの可否について、検

討を始める。 

Ⅰ-C- 1[看護学研究科] 

・自己点検・評価の持続可能

な組織づくり 

 

 

 

 

Ⅰ-Ｃ-1［教職センター］ 

・一般社団法人全国私立大学

教職課程協会「教職課程自

己点検評価基準」に基づく

当協会からの完了証交付に

向けた準備を進める。 

 

Ⅰ-C-2［総合講座］ 

・相互履修科目の位置づけ

等、学科の教育課程との調

整は、全専攻学科との会合

を実施して、その話し合い

内容に基づいた方針を

2025（令和7）年度までに

提示する。 
・ルーブリックを活用した学

修成果の可視化、その検

証、方策の検討は、全学共

通の必修科目での検討を踏

い、PDCA サイクルが機能す

るように整備する。 
②自己点検・評価に関する作業

に全教員が関わる体制づくり

を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 1[看護学部] 
①全学自己点検・評価委員会の

もと組織されている看護学部

自己点検・評価委員会を学部

運営会議と同時開催し、定期

的な自己点検・評価を行う。 
②学部自己点検・評価委員会が

各委員会等の活動内容を点

検・確認しやすい方法を検討

する。 
③学部・学科内委員会それぞれ

のPDCAを継続する。 
④自己点検・評価の活動と内容

についての教員の共有を継続

する。 
⑤自己点検・評価活動にステー

クホルダーからの意見をどのよ

うに取り入れていくかを検討

し、一部実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 1［人間科学研究科] 

・学習成果としての資格・免許に

ついて、他大学の取り組み事

例などを探し、継続的な内部

質保証に取り組みの中で議論

を始める。 

Ⅰ-C- 1[看護学研究科] 

・2024 年度に向けて自己点検評

価が継続して実施できる体制

が組めるように、業務の引き

継ぎがスムーズにいくように

今年度の委員会構成員を組織

する。 

Ⅰ-Ｃ-1［教職センター］ 

・一般社団法人全国私立大学教

職課程協会「教職課程自己点

検評価基準」に基づく本学自

己点検・評価の体制を整え

る。 

 

Ⅰ-C-2［総合講座］ 

・履修系統図で再設定した到達

目標の適切性について、成績

評価結果なども踏まえ点検

し、必要に応じて修正を行

う。 
・相互履修科目の位置づけ等、

学科の教育課程との調整は、

全専攻学科との会合を実施し

て、その話し合い内容に基づ

いた検討を行う。 
・ルーブリックを活用した学修

つ，学部での自己点検を行っ

た。 

②自己点検・評価に関する作業は

学科長および自己点検・評価委

員を中心に実施したが、各セメ

スター末の成績評価の振り返

りなどについては全教員で取

り組んだほか、前述（Ⅰ-B-1）

の 3 つの方針の修正について

は各学科会議で議論して修正

案を作成し、教授会にて審議・

承認した。 

Ⅰ-C- 1[看護学部] 

①看護学部自己点検・評価実施委

員会を学部運営会議と同時開

催し、自己点検・評価を行った。 

②看護学部自己点検・評価実施委

員会が各委員会等の活動内容

を点検・確認する方法は、昨年

同様、様式を統一しての報告に

より行うこととした。 

③学部・学科内委員会がそれぞれ

定めた今年度の目標・活動計画

に対して年度末に評価を行い、

PDCAを継続した。 

④学部教授会や学科運営会議に

おいて、自己点検・評価書類お

よび本実績報告を共有した。 

⑤自己点検・評価活動の一環とし

て、入試に関連して高等学校3

校の教諭から意見聴取を行っ

た。また、各学年学生代表者（計

10 名）と教員（学部長、教務委

員長、学生支援委員長）との懇

談会を 3 月に実施し、学生が捉

えている自身の成長や学部の

良い点・課題について意見交換

を行った。 

Ⅰ-C- 1［人間科学研究科] 

・未着手であるが、臨床心理士実

地視察においては、他大学大学

院研究科における修士論文の

取り扱いについても、情報提供

を得た。 

Ⅰ-C- 1[看護学研究科] 

・看護学研究科完成年度となる

今年度の委員会構成員は24年

度の業務引き継ぎが順調に行

くように人数を増やし、多くの

構成員が業務を経験できるよ

うに組織した。 

Ⅰ-Ｃ-1［教職センター］ 

・一般社団法人全国私立大学教

職課程協会「教職課程自己点検

評価基準」に基づく本学自己点

検・評価の体制を整え、自己点

検・評価報告書の作成に着手し

た。 

Ⅰ-C-2［総合講座］ 
・到達目標の適切性の検証や、修

正の必要性などの検討には至

れていない。 

・各学科との教養教育の目的・目

標・学修成果・相互履修科目の

位置づけの検証には進めてい

ない。 

・一部の科目における、ルーブリ

ックを活用した学修成果の可

視化やその検証方法の検討に

は進めていない。 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 
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※年度末報告 

まえて、他科目でも検討を

始め、2025（令和7）年度

までにこれを行う。 
Ⅰ-C- 2［人間科学部共通］ 

・2022（令和4）年度に作成

した成績評価基準を、学

部・学科レベルで見直し、

次の改善につなげる。 

・学科単位で実施する単位取

得状況の確認を、科目ごと

の授業運営の振り返りにと

どめず、学部・学科のカリ

キュラム運営の振り返りに

つなげていくための方策を

検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
Ⅰ-C- 2 [総合政策学部] 

・幅広い科目にルーブリック

を導入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 2[看護学部] 

・3つの方針と関連づけて、

学習成果の査定が量的・質

的に適切に行われているこ

とを定期的に点検する。 

・学生による授業評価等を活

用して、教育の改善を進め

る。 

・学生の成長を可視化できる

仕組みを立案、実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果の可視化、その検証、方

策の検討は、まず全学の必修

科目において着手する。 

Ⅰ-C- 2［人間科学部共通］ 
①卒業研究科目で試行したルー

ブリック評価について、必要

があれば改善を加える。 

②主要科目を中心に、成績評価

の実施後に手法の適切性を学

部・学科単位で検証し、必要が

ある場合は次年度の改善につ

なげる。 

③学部開設の初年次必修科目に

ついて、早期履修に向けた取

り組みを実施する。 

④進級要件、卒業要件、CAP緩和

の停止等については、2022 年

度の課題をふまえ教務委員会

等と連携して検討をすすめ

る。CAP緩和対象学生（健康栄

養学科）については見守りを

継続する。 

⑤学部・学科の学びに関連する

法令の変更に対しては、本学

の状況に照らして可能な形で

迅速に対応をするよう努め

る。 

Ⅰ-C- 2 [総合政策学部]  
①学習成果を明確にし、それを

可視化するために成績評価指

標を検討するとともに、DPと

各科目の対応を明確にする。 
②遠隔授業において教員が互い

の授業を視聴し自らの授業に

還元する。 
③幅広い科目へのルーブリック

の導入を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ-C- 2[看護学部] 
①学習成果の測定指標や査定方

法を点検し、特に、卒業時到達

目標、看護実践能力の獲得状

況（OSCE）の査定手法を立案

する。 

②学生による授業評価の活用を

継続し、教育の向上・充実につ

なげる。授業アンケートの回

答率を向上させる。 
③セメスターごとに学生の単位

取得状況を点検する。 
④進級要件、先修要件を点検し、

必要時改正する。 
⑤看護学教育の関係法令の変更

等について確認し対応する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅰ-C- 2［人間科学部共通］ 

①卒業研究科目のルーブリック

評価を点検した結果、現行ルー

ブリックを維持することが確

認された。 

②単位修得状況の振り返りを通

して学部共通科目・学科共通科

目・学科専攻科目の成績評価方

法を点検し、必要に応じて次年

度の改善を計画した。 

③学部開設の初年次必修科目の

単位修得状況から、想定した学

修成果が確認された。 

④進級要件、卒業要件、CAP緩和

の停止等については、教務委員

会等と連携して検討を継続し、

現状を維持した。 

⑤学部・学科の学びに関連する法

令の変更について、関係する学

科で動向を注視し、的確に対応

した。 

 

 

 

Ⅰ-C- 2 [総合政策学部] 

①学習成果の数値化・可視化の取

り組みの足掛かりとして、「ゼ

ミナールⅠ・Ⅱ」、「卒業論文Ⅰ

～Ⅲ」の5科目にルーブリック

を導入し成績評価を行った。 

②オムニバス科目である「総合政

策概論Ⅰ」、「総合政策概論Ⅱ」

では、教員間で互いの講義を閲

覧することで、自身の授業に還

元できる体制を維持した。 

③今年度導入した「ゼミナール

Ⅰ・Ⅱ」、「卒業論文Ⅰ～Ⅲ」の

ルーブリックの有効性につい

て議論し、それに基づいて他の

科目への導入の可能性を検討

した。 

Ⅰ-C- 2[看護学部] 

①学習成果として、看護技術の到

達状況、国家試験合格率の査定

は継続した。系統的な学習成果

の測定指標や査定方法につい

て検討中であるが、コンピテン

シー獲得状況を測定するため

の方法として、次年度に向けて

PROGの導入を検討した。 

②セメスター終了ごとに、各科目

担当者は学生による授業評価

の結果をもとに自己点検を行

い、授業改善・充実案を学生が

閲覧可能な形で公表した。授業

アンケートの回収率向上は継

続課題である。 

③セメスター終了ごとに、各科目

の成績分布一覧を確認し、成績

評価の妥当性について各科目

責任者および学部全体で検討

した。 

④昨年度に行った進級要件、先修

要件の点検結果を踏まえ、進級

要件の変更を行った（2024 年

度入学生から適用）。 

⑤看護学教育の関係法令の変更
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改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 

Ⅰ-C- 2［人間科学研究科] 

・学習成果の評価方法等につ

いて、他大学研究科の事例

なども踏まえ、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅰ-C-2［教職センター］ 

・2023（令和5）年度入学生

より適用される教職課程カ

リキュラムの履修状況をセ

メスター・年度ごとに点検

し、教職課程履修規程およ

び関連細則に基づく質担保

の取組を定期的に見直す。 

 

Ⅰ-C-2［人間科学研究科] 

・研究科としての学修成果の評

価方法等について、継続的に

検討をする。 

Ⅰ-C- 2[看護学研究科] 

・教務アドバイザーの業務実績

をどのように収集・評価し、

よりよい教育に活かす資料と

するか検討する（教務委員

会）。 
 
 
 
 

Ⅰ-C-2［教職センター］ 

・2019（平成31）年度入学生よ

り適用されている教職課程カリ

キュラム以降の教職課程関連科

目について、「教職課程コアカ

リキュラム」に対応した科目運

営が行われているのか点検す

る。 

 

 

等がないことを確認した。 

Ⅰ-C-2［人間科学研究科] 

・他の業務を優先したため、未着

手である。 

 

Ⅰ-C- 2[看護学研究科] 

・今年度は検討しなかったので、

来年度にこれまでの 3 人の教

務アドバイザーの経験を集約

し、検討する（教務委員会） 

・また、各教員における教育の質

保証に関する資料をどのよう

に修するか検討が必要であり、

来年度以降に計画する。（教務

委員会） 

Ⅰ-C-2［教職センター］ 

・2019（平成31）年度入学生より

適用されている教職課程カリ

キュラム以降の教職課程関連

科目について、「教職課程コア

カリキュラム」に対応した科目

運営が行われているのか点検

し、コアカリキュラム対応表を

中心とした必要な修正を行う

手順の検討を行った。 



11 
 

基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅱ 
教

育

課

程

と

学

生

支

援 
 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1 授与する学位分野

ごとの卒業認定・学位授与

の方針（ディプロマ・ポリ

シー）を明確に示してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年

目）の中期計画の立案 

 

Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

・卒業研究科目へのルーブリ

ック評価を用いたディプロ

マ・ポリシーの可視化と並

行して、資格試験等がディ

プロマ・ポリシーと直結す

る学科においては、学習成

果を測定する手法について

議論を始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 1［総合政策学部] 

・DPと学部学科科目ならびに

修得可能な能力との対応に

ついて検討する。 

 

 

 

Ⅱ-A- 1[看護学部] 

・学習成果と関連づけてDP

とコンピテンシーを定期的

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 

Ⅱ-A[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画を立案する。 

 

Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

・ディプロマ・ポリシー可視化

に学部・学科で取り組む。卒

業研究科目へのルーブリック

評価の適切性を恒常的に点検

する。 

 

[心理学科] 

・2022年度に完成させたルーブ

リック評価内容の振り返りを

継続する。 

 

[教育学科] 

①卒業研究科目の新規ルーブリ

ック評価を試行し、課題を発

見した場合は評価基準の改善

を図る。 

②ディプロマ・ポリシーに対応

した学科開講科目における到

達目標と成績評価との整合性

の点検を継続する。 

[現代社会学科] 

①2022年度同様、卒業論文担当

者を通じて、卒論執筆マニュ

アルと現社ルーブリック評価

を学生に配布する。          

②卒業論文報告会を通して、学

科全体で評価基準を点検す

る。 

③学科会議において、学部・学

科ディプロマ・ポリシーと学

科科目との対応ならびに修得

可能な能力について継続的に

審議事項として取り上げる。 

 

[コミュニケーション学科] 

・2022年度に作成したルーブリ

ックについて多角的に改善を

試みる。 

 

 

[健康栄養学科] 
・ゼミナール・卒業研究で各学

年、各セメスターで段階的に

課題選択、研究テーマ設定、

研究資料、論文作成過程、プ

レゼンテーション技術、成果

の活用等の評価領域について

ルーブリック評価基準を設

け、学科ディプロマ・ポリシ

ーとの整合性、学生のパフォ

ーマンスの質と量の側面につ

いて評価し、学生に明確に提

示する。 

Ⅱ-A- 1 [総合政策学部]  
①DPの妥当性を定期的に検証

し、必要に応じて見直す。 
②DPと学部学科科目ならびに

修得可能な能力との対応につ

いて検討する。  
 
Ⅱ-A- 1[看護学部] 

①学習成果を点検後、DPとコン

ピテンシー、学習成果の対応

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A[看護学研究科] 

・DPは 21年度に作成した DPを

継続し、見直しは2025年に中

間見直しを行う。 

 

Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

・ディプロマ・ポリシー可視化の

一環として、卒業研究科目と学

部共通科目についてルーブリ

ックに基づく評価を実施した。

また、ルーブリック評価の点検

を継続した。 

[心理学科] 

・完成させたルーブリック評価

に基づいて、成績評価を実施し

た。成績の振り返りをし、適切

であることも確認した。 

[教育学科] 

①卒業研究科目の新規ルーブリ

ック評価を試行し、実態に即し

た評価となっているかの点検

を継続した。 

②ディプロマ・ポリシーに対応し

た学科開講科目における到達

目標と成績評価との整合性の

点検を行った。 

[現代社会学科] 

①卒業論文担当者を通じて、卒論

執筆マニュアルと現社ルーブ

リック評価を学生に配布し、卒

論の評価内容について周知し

た。          

②卒業論文報告会および同中間

報告会の内容を学科会議で検

討し、評価基準の点検を行っ

た。 

③学部・学科ディプロマ・ポリシ

ーと学科科目との対応ならび

に修得可能な能力について適

宜検討した。 

[コミュニケーション学科] 

・2023 年度 2月学科会議にて、

今年度の卒業論文Ⅰ・Ⅱの学修

および成果物について、ルーブ

リックの改善と次年度以降の

指導の観点から審議した。 

[健康栄養学科] 

・ゼミナール・卒業研究で各学

年、成果の活用等の評価領域に

ついてルーブリック評価基準

を設け、学科ディプロマ・ポリ

シーとの整合性、学生のパフォ

ーマンスの質と量の側面につ

いて評価し、学生に対し明確な

評価を行った。 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 1 [総合政策学部] 

①DP の妥当性を検証し微修正を

行った。 

②DP と各科目および取得可能な

能力との対応について再検討

し、AP・CP と合わせて修正を

行った。 

Ⅱ-A- 1[看護学部] 

①履修系統図の点検を行い、一部

科目の内容・表現を修正した。
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-A- 2 授与する学位分野

ごとの教育課程編成・実施

の方針（カリキュラム・ポ

リシー）を明確に示してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（２）授業方法の充実 

・多様で柔軟な教育プロ

グラムの編成 
・ICTを活用した教育の促

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に点検し、学内外に明示す

る。 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 1［人間科学研究科] 

・研究科業務の見直しを行

い、専門性をふまえた論文

審査体制の強化を継続的に

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 

・履修系統図を活用して学生

への計画的履修を促しつ

つ、活用の中で確認できた

履修上の課題は学部・学科

で共有し、必要があれば教

務委員会、教授会等でカリ

キュラム運営の改善を議論

する。また、ICTを活用し

た授業の充実に継続的に取

り組む。 

 

 

 

について確認し、理解しやす

いように明示する。 

②DPを具体化したコンピテンシ

ーの獲得状況について、卒業

時の学生を対象に調査する。

獲得過程を把握するため学年

別の調査を実施する。 

Ⅱ-A- 1［人間科学研究科] 

・入学する学生の専門領域をふ

まえて、学位審査体制の強化

に向けた話し合いを継続す

る。 

・研究科委員以外の教員が学位

審査を担当する場合の手当等

の課題を、引き続き上申す

る。 

Ⅱ-A- 1[看護学研究科] 

・学位授与方針の定期的点検の

仕組みと方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-2［総合講座］ 

(3)全学基本科目 
・「常磐 数理・データサイエン

ス・AI教育プログラム」の要

件科目として、ICTを活用し

た授業の充実に努める。 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 
①各授業担当者が授業運営の中

で、履修系統図の恒常的点検

を行い、出てきた課題は学科

で共有し、改善につなげる。 

②2021年度入学生からの進級要

件の変更について、周知をす

る。 

 

 

③教務委員会において卒業要件

の適切な運用を継続する。 

 

④教育学科、現代社会学科、コ

また、DPとAPとの対応関係に

ついて確認した。学習成果の点

検は次年度の継続課題とする。 

②コンピテンシー獲得状況につ

いての学年別調査は未実施で

あった。調査方法について検討

中である。 

Ⅱ-A- 1［人間科学研究科] 

・他の業務を優先したため、未着

手である。 

 

 

・2023 年度の学位審査は、研究

科委員以外の教員にも審査を

依頼しており、継続して課題検

討をする必要がある。 

Ⅱ-A- 1[看護学研究科] 

・DP の定期的点検の仕組みと方

法を確認した。具体的には、 

①学生の成果点検から：DP は最

終試験として学位審査を受け

る者に課せられている。学生は

その準備として入学後から半

年ごとに８つのDP別にポート

フォリオを作成し、最終試験前

には最終凝縮ポートフォリオ

を学位審査委員会に提出する。

なお、今年度に最終試験を受け

た学生1名の評価は合格基準8

点以上であった。 

②教員のDPに対する理解と指導

の点検：ポートフォリオ作成の

指導と点検は入学年度ごとに

定められる教務アドバイザー

が行っているが、彼らがDPを

正しく理解し指導しているか

の確認はしていない。したがっ

て、2024年度からは「大学院教

育導入論」の担当者に教務アド

バイザーを入れることにした。 

③2025年度には各領域演習でDP

をどのように結び付けて教え

ているか調査し評価する必要

がある。 

Ⅱ-A-2［総合講座］ 

・「常磐 数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム」の要

件科目として、「情報の処理I」

「情報の処理」ではLMSである

Moodle を活用した授業を行っ

た。統計データをインタネット

より取得し、表計算ソフトを使

用してデータの分析を行った。

「統計の基礎」についても、表

計算ソフトを使用した授業を

行った。 

Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 
①各授業担当者が授業運営の中

で履修系統図の点検を継続し、

教育学科の一部の科目では履

修系統図（表形式）を修正した。 

②2021 年度入学生からの進級要

件の変更について、周知に努め

た。心理学科では、学生の負担

軽減と柔軟な科目選択のため

に進級要件を変更した。 

③教務委員会・教授会において卒

業要件を適切に運用した上で、

卒業認定を行った。 

④新規の CAP 緩和の停止を継続
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミュニケーション学科では、

新規のCAP緩和停止を継続す

る。健康栄養学科では、CAP

緩和を認めた学生の負荷につ

いて注意深く見守る。  

⑤学生の計画的履修を可能にす

るために、開講科目の在り方

を慎重に検討をすることと、

学則変更等により閉講となる

科目については学生への事前

周知を徹底することを継続す

る。 

⑥基礎能力アッププログラムの

合格率向上に努める。 

 

⑦ICTを活用した授業および自

主学習の充実に努める。ICT

化に伴って生じる課題の解消

に努める。 

 

[心理学科] 

①2022年同様、大学院教育との

連続性や系統的かつ効率的な

学部教育の在り方を踏まえた

カリキュラムを展開できるよ

う、課題を共有し、改善方法

を検討する機会を定期的に設

け、改善方法の提案をできる

ようにする。 

②学科科目数や授業実施形態の

柔軟な対応方法を検討し、具

体的な改善案をとりまとめ提

案する。   

③臨床心理学実践領域：公認心

理師科目である「心理演習」

と学科選択必修科目である

「臨床心理学実験実習」の内

容との連続性について継続し

て精査する。 

④2022年度に確立したペーパー

レス化に伴い、ｅラーニング

による学習管理システムの実

装方法を検討する。 

[教育学科] 

①入学年度によって異なるカリ

キュラムが適用されることに

留意しながら、「教育学科カ

リキュラムマップ」に基づく

計画的な履修指導を行う。 

 

 

 

②教職課程科目については、教

職センターと連携して文部科

学省「教職課程コアカリキュ

ラム」に対応した履修系統

図・シラバスの点検を継続す

る。 

③2023年度入学生から適用され

る新カリキュラムを確実に実

施し、複数種の教員免許状取

得にも対応できる科目運営と

学生への指導を行う。 

④2023年度以降入学生を対象と

する教職課程新設科目「AI・

データサイエンスと教育」

「地域学校協働論」等の開講

に向けて準備する。 

 

⑤初年次から継続的に、電子黒

した。また健康栄養学科では、

CAP 緩和の学生に対する見守

りを継続した。 

 

              

⑤学生の計画的履修を念頭に置

き、開講科目の在り方を慎重に

検討した。一部の学科では、学

生に学修ポートフォリオの作

成を促した。閉講科目について

は周知を徹底し、学生の不利益

の回避に努めた。 

⑥学生への働きかけを強化し、基

礎能力アッププログラムの合

格率を向上させた。 

⑦各学科において、ICTを活用し

た授業の推進を図った。ICT化

に伴って生じる課題の洗い出

し・共有に努めた。学生に対し

ては、自主学習を促した。 

[心理学科] 

①学科会議において、大学院と学

部と兼ねている教員間で、課

題、改善点などの情報を共有し

た。 

 

 

 

 

②学生の負担を軽減し授業選択

と科目数の調整を柔軟にでき

るように、学科の進級要件を検

討・変更した。   

③臨床心理学実践領域：公認心理

師科目「心理演習」をより高度

で実践的な内容とし、学科選択

必修科目「臨床心理学実験実

習」をより基礎的な内容とし

た。 

④e ラーニングシステムを利用

した課題を提供し、学生の学び

の機会を確保した。 

 

[教育学科] 

①入学年度によって異なるカリ

キュラムが適用されることに

留意しながら、「教育学科カリ

キュラムマップ」に基づく計画

的な履修指導を行い、実態に即

した次年度の「教育学科カリキ

ュラムマップ」の作成に向け、

点検と修正を行った。 

②教職課程科目については、教職

センターと連携して文部科学

省「教職課程コアカリキュラ

ム」に対応した履修系統図・シ

ラバスの点検を行った。 

 

③2023 年度入学生から適用され

る新カリキュラムを確実に実

施し、複数種の教員免許状取得

にも対応できる科目運営と学

生への指導を行った。 

④2023 年度以降入学生を対象と

する教職課程新設科目「AI・デ

ータサイエンスと教育」「地域

学校協働論」等の開講に向け、

科目担当者を中心に検討を行

った。 

⑤初年次からの体系的な電子黒
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板・タブレットの活用方法に

ついて指導する。 

⑥学科生のICT活用スキル調査

を行い、ICTを活用した授業

科目の効果について検証す

る。 

 

 

⑦BYOD端末を導入し、学科開講

科目で活用する。 

 

 

[現代社会学科] 

①学科基本科目のカリキュラム

展開を検証し、授業内容およ

び科目間の相互関係につい

て、学科の共通理解事項をま

とめる。  

 

②学科基本科目と選択必修科

目、卒業研究科目において学

修成果の評価結果を検証す

る。 

 

 

 

③教員のティームティーチング

を取り入れ、きめ細かい学習

支援を行う。 

 

 

④グループワーク、ディスカッ

ション、発表を授業に取り入

れる（対面・遠隔）。 

 

⑤学科専攻科目のカリキュラム

において、学習習慣を促す授

業を実践する。 

 

⑥ゼミナール等を通して、専攻

領域を深く学ぶ機会を提供す

る。 

⑦対面・遠隔授業において、自

己学習管理のためのｅラーニ

ング導入の取り組みを深化さ

せる。 

⑧学修成果を可視化するために

学修ポートフォリオの作成を

促す。 

⑨国家試験受験対策として、オ

ンライン教材を紹介し、利用

を促す。 

[コミュニケーション学科] 

①新カリキュラム案の履修系統

図に関して、各授業担当者が

授業運営の中で点検を行い、

出てきた課題は学科で共有

し、改善につなげる。 

②学生の意欲と主体性を養う工

夫をし、その取り組み等を学

科内で共有する。 

 

 

 

 

 

 

③2020年度以降の一部授業で遠

隔対策として取り入れたアバ

ターによる説明を応用し、

板・タブレットの活用方法に関

する指導方法の検討を行った。 

⑥「教育方法学演習」の授業にお

いて、学科生のICT活用スキル

調査を行い、「教育者への道I・

II」や各教科の指導法等の科目

における ICT 活用の効果につ

いて検証した。 

⑦「教育方法学演習」、「教育者へ

の道I・II」、「教育実践研究」、

各教科の指導法等の科目にお

いてBYOD端末を活用した。 

[現代社会学科] 

①学科基本科目のカリキュラム

展開については、学科長および

教務委員が適宜検証し、授業内

容および科目間の相互関係に

ついて、学科の共通理解事項を

示した。 

②学科基本科目と選択必修科目、

卒業研究科目において学修成

果の評価結果を検証し、概ねデ

ィプロマ・ポリシーおよびカリ

キュラムポリシーに適した評

価内容になっていることを確

認した。 

③演習授業の一部（社会学基礎演

習ⅠⅡ、応用社会学演習）にお

いて教員のティームティーチ

ングを取り入れ、きめ細かい学

習支援を行った。 

④演習・実習授業を中心に、グル

ープワーク、ディスカッショ

ン、発表を授業に取り入れた

（対面・遠隔）。 

⑤演習授業の一部授業を中心と

して、各回の作業課題を提示

し、学習習慣を促す授業運営を

行った。 

⑥ゼミナール等を通して、専攻領

域を深く学ぶ機会を提供した。 

 

⑦対面・遠隔授業において、自己

学習管理のための e ラーニン

グ導入の取り組みを深化させ

た。 

⑧学修成果を可視化するために

学修ポートフォリオの作成を

促した。 

⑨社会福祉士国家試験受験対策

として、オンライン教材を紹介

し、利用を促した。 

[コミュニケーション学科] 

①新カリキュラムの完成年度へ

向けて選択必修科目の整理に

着手した。 

 

 

②Slack を通じて各教員の授業

内での取り組みを可視化し、共

有した。 

「英語コミュニケーション演

習Ⅱ」と、「Discussing Current 

Issues」の一部、「ゼミナール

Ⅰ・Ⅱ」「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」の

一部で英語プレゼンテーショ

ンを行った。 

③2023 年度もアバターを利用し

た授業を実施し、アバターの質

問に対して回答する形式は一
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Ⅱ-A-2 [総合政策学部] 

・ルーブリック評価の導入

科目を増やす。 

2023年度の対面授業において

も教員とアバターが対話しつ

つ授業を展開する手法の導入

によって、遠隔形式と対面形

式の併用および融合を目指

す。 

④2020年度以降に培った遠隔形

式の授業方法のうち、学生と

教員間および学生間での課題

のためのファイル共有やコメ

ント対応といった特に有益だ

った手法を対面形式でも継続

し、発展させる。 

⑤学科専任教員の管理のもと、

K棟1階実習室で自主学習を

進める環境を整備する。 

 

⑥ICT技術も活用して「体験す

る」授業を積極的に実施す

る。 

⑦学生自身が学習成果を可視化

できることを目的とし、学修

ポートフォリオの作成を促

す。 

[健康栄養学科] 
①コアカリキュラム活用WGを

中心に関東信越厚生局の指導

に従い、新たな栄養学教育モ

デル・コア・カリキュラムに

則したカリキュラムを作成

し、カリキュラム改訂案を作

成する。 

②多様な社会ニーズに呼応でき

る管理栄養士養成・教育の推

進を目指しながらも柔軟に対

応し各実習施設での臨地実習

を計画する。 

③学生満足度調査の結果を踏ま

え、学生の意欲と主体性を養

う授業の工夫、キャリアパス

の明示を低学年から実施す

る。 

④学生が積極的に発言できる環

境を提供し、授業の理解度を

上げ、消化不良を解消する。 

 

          

⑤実験・実習においては、グル

ープワークと発表会を実施

し、ディスカッション能力を

養成する。 

 

⑥eラーニングを積極的に活用

し、授業の双方向性を向上し

学生の学習アクティビティー

を高める。 

 

⑦継続的にコンピュータ演習室

を整備し、多機能栄養計算ソ

フト等を充実させ、専門科目

での実習・演習、学生の自主

学習をサポートする。 

 

⑧4年生の国家試験受験対策と

して、オンライン学習教材等

の導入を検討する。 

 

Ⅱ-A- 2 [総合政策学部]  
①CP に基づいた多様で柔軟な

教育プログラムの編成を検討

定の効果が見られることを確

認した。 

「コミュニケーション演習Ⅰ」

で PC 持ち込み授業を実施し

た。 

 

④PC 持ち込みや動画の利用も含

め、有益だった遠隔形式の授業

方法を対面形式でも継続した。 

 

 

 

 

⑤学生の自主的な学びが促進さ

れるよう、K棟１階実習室が利

用しやすいように鍵の整備を

行った。 

⑥「マルチメディア演習」で3DCG

を使ったウォークスルーのア

プリを開発した 

⑦「プログラミング演習」「マル

チメディア演習」および一部の

「ゼミナールⅠ・Ⅱ」で学修ポ

ートフォリオを導入した。 

[健康栄養学科] 

①コアカリキュラム活用WGを中

心に関東信越厚生局の指導に

従い、新たな栄養学教育モデ

ル・コア・カリキュラムに則し

たカリキュラムを作成し、カリ

キュラム改訂案の作成を進め

ている。 

②多様な社会ニーズに呼応でき

る管理栄養士養成・教育の推進

を目指しながらも柔軟に対応

し各実習施設での臨地実習計

画を進行している。 

③学生満足度調査の結果を踏ま

え、学生の意欲と主体性を養う

授業の工夫、キャリアパスの明

示を低学年からグループ学習

を行い実施した。 

④学生が積極的に発言できる環

境を提供し、授業の理解度を上

げ、消化不良を解消するため、

演習的要素を講義内に取り入

れる工夫を行った。          

⑤実験・実習においては、グルー

プワークと発表会を実施し、デ

ィスカッション能力を養成す

るために、各実験実習にて実施

回数を増やした。 

⑥e ラーニングを積極的に活用

し、授業の双方向性を向上し学

生の学習アクティビティーを

高める為、管理栄養士国家試験

対策において用いた。 

⑦継続的にコンピュータ演習室

を整備し、多機能栄養計算ソフ

ト等を充実させ、専門科目での

実習・演習、学生の自主学習を

サポートの検討を行ったが実

施には至っていない。 

⑧4 年生の国家試験受験対策と

して、オンライン学習教材等の

導入の検討をしているが、実施

までは至っていない。 
Ⅱ-A- 2 [総合政策学部] 
①多様で柔軟な教育プログラム

の編成については、各学科とも
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Ⅱ-A- 2[看護学部] 

・DP、CP、コンピテンシー等

と授業科目の対応について

履修系統図およびカリキュ

ラムマップを定期的に点検

し、学生が理解しやすい形

式で明示する。 

・カリキュラムの見直しを継

続的に行う。 

・ICTを活用した教育を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 2［人間科学研究科] 

・授業運営の中で確認した内

容（課題等）を共有する場

の確保。 

 

 

 

 

 

 

する。 
②ICT を活用した教育を促進す

る。 
③幅広い科目へのルーブリック

の導入を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-A- 2[看護学部] 

①学習成果を点検後、それらに

対応して授業科目を編成して

いるか、履修系統図およびカ

リキュラムマップを点検す

る。 
②学生の科目履修状況を確認

し、必要時CAPについて検討

する。 
③シラバスに必要な項目が明示

されているか、シラバス点検

を継続する。 
④ワーキンググループを中心

に、カリキュラムの継続的見

直し、学習成果の検討を行う。 
⑤各科目や学習活動における

ICT活用を継続する。 
⑥e-ラーニングの利用状況を定

期的に点検し、活用を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-A- 2［人間科学研究科] 

・研究科内で、定期的に、学習

成果と授業科目の編成の整合

性を検討して出てきた課題を

領域内で共有する機会を設定

する。 

Ⅱ-A- 2[看護学研究科] 
・定期的な教育課程の見直しと

その方法の検討に関する中期

計画を立てる。 

数年来検討を重ねてきたとこ

ろであるが、それらを踏まえて

2024 年度にカリキュラムの大

幅な変更を行うこととし、学部

教授会、合同教授会、常任理事

会などの審議を経て承認され

た。 

②昨年度までに引き続き全科目

をMoodle上にコースとして作

成し、学生への周知事項の記

載、必要に応じて課題や講義資

料の掲載、Classroomへの誘導

を行い、遠隔授業だけでなく対

面授業での活用も行った。ま

た、対面授業の出席については

原則としてC-Learningの出席

管理システムを用いることと

した。 

③今年度導入した「ゼミナール

Ⅰ・Ⅱ」、「卒業論文Ⅰ～Ⅲ」の

ルーブリックの有効性につい

て議論し、それに基づいて他の

科目への導入の可能性を検討

した。 
Ⅱ-A- 2[看護学部] 
①DP、CP と授業科目の対応につ

いて履修系統図およびカリキ

ュラムマップの点検を行い、一

部科目の内容を修正した。学習

成果との対応は次年度の課題

とする。 

②学生の科目履修状況を各セメ

スター終了後に確認した。学生

にとって学習の負荷が大きく

ないかを引き続き点検する。 

③シラバスに必要な項目・内容が

明示されているか、執筆者はチ

ェックリストにより確認した。

全科目のシラバス点検を教務

委員が例年同様に行った。 

④学科内に設置したワーキング

グループにより、学習成果の点

検を開始したところである。 

⑤各科目で Moodle、 Google 

Classroomを用いており、電子

教科書を導入するなど ICT 活

用を継続している。学生の利便

性と学習効果を高めるため、

2024 年度入学生から、貸与機

器を iPad からノート PC に変

更する。 

⑥オンデマンド動画教材（ナーシ

ングチャンネル、ビジュラン）

の利用状況は情報メディア委

員会が点検して結果を学科教

員で共有している。国家試験対

策の e‐ラーニング利用状況

は学修サポート委員会が確認

し、学生への指導につなげてい

る。 
Ⅱ-A- 2［人間科学研究科] 
・第Ⅰ領域は学生が1名のため、

指導教員が個別に科目担当者

と情報交換を行った。 
・第Ⅲ領域内において恒常的に

実施している。 
Ⅱ-A- 2[看護学研究科] 

・今年度は有識者の意見収集に

より、「看護管理教育学」領域

の科目を見直すことに決め、
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Ⅱ-A-3 教育課程は、大学

設置基準にのっとり、幅広

く深い教養及び総合的な

判断力を培うよう編成し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-3［総合講座］ 

(1)教養科目 
・2025（令和７）年度まで

に、全学の教育課程を考慮

した教養課程の再整理案の

作成を完了する。 
（２）語学科目 

(1)必修英語では質的・量的検

証を重ねつつFTECの充実

をはかる。 

(2)選択語学科目は学生の主

体的な履修につながるよう

に、授業内容の充実と安定

的な開講にむけた取り組み

をおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

Ⅱ-A-3［総合講座］ 

(1)教養科目 

・全学の教育課程を考慮した教

養課程の再整理案の検討を進

める。 

 

(2)語学科目 

語学科目：必修英語ではFTEC

の充実をはかり、選択科目は引

き続き「選択英語」の整備を行

い、学生の履修を促す。 

1)「英語Ⅰ～Ⅵ」ではGoogle 

Classroomの活用をすすめ、

授業運営・管理のハイブリッ

ド化を継続する。 

2)「英語I/II」では23年度か

らの新テキスト導入とシラバ

ス変更にともない、教員用授

業プランを新たに作成する。

また、FTEC WGが中心とな

り、とくに新任教員にむけて

の授業研修を事前に行い、授

業運営のサポートを行う。 

3)「英語I/II」では、学生の語

彙学習の補助教材としてレッ

スンごとに語彙プリントを作

成する。 

4)今年度はFD活動の一環とし

て、「英語III～VI」で学生の

スピーキング活動の充実にむ

けた授業改善の取り組みを行

う。 

5)「英語III～VI」では、イー

ラーニング教材の学生マニュ

アルを修正し、学生が授業開

始時からイーラーニング学習

を順調に開始できるようにす

る。 

6）「選択英語」の開講状況に偏

りがないように、とくに「選

択英語C」の授業内容を検討

する。 

7)「英語Ⅰ/Ⅱ」では語彙の知

識の定着を質的に検証する枠

組みについて引き続き検討す

る。 

8)FTECの成果の量的検証の枠組

みについて引き続き検討す

る。 

 

言語科目のうち第二外国語で

は、授業の安定的な開講にむけ

た取り組みを継続する。 

1)韓国・朝鮮語に関しては、対

面授業にGoogle Classroom

を活用して授業運営・管理の

ハイブリッド化を継続する。

また、学習プロセスや成果を

ふり返ることを促すためのポ

ートフォリオ（じぶん評価

表）を導入する。 

2)中国語に関しては、中国語に

関しては、「中国語Ⅱ」の履

修継続決定要因を明らかにす

るために、前年度に引き続き

その実質的検討は次年度11月

までに行うことを決めた。 

・定期的な教育課程見直しに関

する方法については2025年度

に検討することにした。 

Ⅱ-A-3［総合講座］ 

(1)教養科目 

・全学の教養課程の具体的な再

整理案の検討には至っていな

い。 

 

(2)語学科目 

語学科目：必修英語ではFTECの

充実をはかり、選択語学科目は

学生が履修しやすい開講方法、

授業内容、評価方法等を検討し

た。 

1)「英語Ⅰ～Ⅵ」ではGoogle 

Classroomの活用をすすめ、

クラス間でのばらつきがでな

いように授業運営・管理のハ

イブリッド化を継続した。 

2)「英語I/II」では23年度か

らの新テキスト導入とシラバ

ス変更にともない、教員用授

業プランを新たに作成した。

また、FTEC WGが中心とな

り、とくに新任教員にむけて

の授業研修を事前に丁寧に行

い、授業運営のサポートを行

った。 

3)「英語I/II」では、学生の語

彙学習の補助教材としてレッ

スンごとにレベル別の語彙プ

リントを作成し、活用した。 

4)FD活動の一環として、「英語

III～VI」で学生のスピーキン

グ活動の充実にむけた授業改

善の取り組みを行った。 

5)「英語III～VI」では、イー

ラーニング教材の学生マニュ

アルを修正し、学生が授業開

始時からイーラーニング学習

を順調に開始できるようにし

た。また、学生の主体的な学

習を促すための課題達成シー

トを作成し、活用した。 

6)「英語Ⅰ/Ⅱ」では語彙の知識

の定着を質的に検証する枠組

みについて引き続き検討す

る。 

7)FTECの成果の量的検証の枠組

みについて引き続き検討す

る。 

 

言語科目のうち第二外国語で

は、授業の安定的な開講にむけ

た取り組みを継続する。 

1)韓国・朝鮮語は、対面授業に

Google Classroomを活用して

授業運営・管理のハイブリッ

ド化を継続して進めた。ま

た、初級クラスにポートフォ

リオ（じぶん評価表）を導入

し、学習プロセスや成果をふ

り返るよう促した。                                      

2)中国語Ⅰの履修者に対し、履

修継続に関するアンケート

（回答数57名）を実施した。

結果の分析は以下の通り。授
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(3)全学基本科目 
・ルーブリックを活用した学

修成果の可視化、その検

証、方策の検討は、他科目

での検討の参考となるよ

う、2025（令和7）年度ま

で継続発展させる。 

・文部科学省「数理・データ

サイエンス・ＡＩ教育プロ

グラム認定制度」に対応し

た「常磐 数理・データサ

イエンス・AI教育プログラ

ム」を継続し、2025（令和

7）年度までに在学生全員

の履修を完了させる。授業

運営を遅くとも2025（令和

7）年度までには完了させ

る。 

(4)キャリア教育科目 
・教育課程の再検討、適切な

運営体制、授業内容の改善

を行う。 

・学生が積極的にオンライン

教材に取り組むシステムを

策定する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中国語Ⅰ」の最後に履修者

に対し履修継続に関するアン

ケートを実施し、前年度のア

ンケート結果と合わせて分析

し、次年度以降の中国語Ⅱの

クラス数について検討する。

また教授用具にiPadを導入

し、より理解しやすい資料の

提示、わかりやすい授業を実

現する工夫を行う。 

3)スペイン語、ドイツ語、フラ

ンス語に関しては、学生が文

法や会話の実践的スキルと文

化的知識の両方を学ぶことが

できるように授業内容・運営

について引き続き検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)全学基本科目 

・ルーブリックを活用した学修

成果の可視化を実施し、その

検討を開始する。 

・文部科学省「数理・データサ

イエンス・ＡＩ教育プログラ

ム認定制度」の申請結果にあ

わせて、準備・運営作業を進

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)キャリア教育科目 

・キャリア教育科目を学生がよ

り多く履修できるよう、教育

課程の再整理案の検討をはじ

める。 

・キャリア教育科目担当者がさ

らに適切なキャリア教育を提

示できる運営体制を整える。 

・学生のキャリア形成を促進さ

せるよう授業内容を改善す

る。 

・オンライン教材に取り組む学

生を増やすための対応策を検

討し、実施する。 

(5)特別企画科目 

・プロジェクト科目の意義や目

的を再点検し、これまでの授

業運営上の課題を整理したう

えで、授業の実施方法やカリ

キュラム上の位置づけなどに

ついて変更を検討する。 

業に対する満足度は満足が

60%、まあまあ満足も含むと約

95%である。それにもかかわら

ず中国語Ⅱを履修するという

回答は５割強である。履修し

ない人の理由の60%は最初か

ら初歩だけと考えていたから

であり、15%が時間割の都合

で、その他の25%がついてい

けないからである。これはほ

ぼ昨年度のアンケート結果と

一致する。これらの結果か

ら、2024年度の中国語Ⅱの開

講数をⅠよりも試験的に１コ

マ少なくすることにした。教

授用具としてIPad導入は、ア

ンケートでも説明がわかりや

すいという声が複数あり、効

果をあげていると考えられ

る。引き続き、どの場面で

IPadを利用し、どの場面で白

板を利用するか試行錯誤して

いく。 

3)「ドイツ語III/IV」の開講方

法について引き続き検討す

る。「スペイン語」「フランス

語」については、シラバスを

一部修正し、それぞれの言語

の背景にある歴史や文化にも

学生が興味をもって学べるよ

うに工夫をした。 

(3)全学基本科目 

・情報の処理、統計の基礎、学

びの技法など、ルーブリック

を活用した学修成果の可視化

等に努めたが、他科目の参考

になるほど検証結果は出てい

ない。ルーブリックによる授

業評価の1年目ということも

あり、今後も継続に検討す

る。 

・「数理・データサイエンス・AI

教育プログラム認定制度」の

申請を行い、認可された。認

可1年目（本学プログラムと

しては2年目）として、プロ

グラムを引き続き実施した。 

 

 

(4)キャリア教育科目 

・キャリア教育の教育課程の再

整理案を具体的な検討には進

めなかった。 

・キャリア教育を適切に運営す

る組織体制の構築につとめた

が、安定した運営体制には至

っていなかった。 

・授業内容は漸次改善したが、

十分ではないため、今後も継

続する。 

・学生をオンライン教材にさら

に取り組ませるため、次年度

以降の評価方法を変更した。 

(5)特別企画科目 

・プロジェクト科目の意義や課

題を再点検し、学生たちが地

域に開かれた活動を主体的に

展開することの意義を再確認

した。また、今年度の反省を

踏まえて、各学科の必修科目
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(7)資格関連科目 

・社会教育主事課程及び、学

芸員課程については、円滑

な履修を保持しつつ、改廃

等の計画を進める。司書課

程については、履修状況を

踏まえた授業運営の点検と

見直しを進める。 

・2025（令和7）年度までには、

資格科目群の改廃・学科へ

の移動等を完了させる。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 3［人間科学部共通］ 

・今後、総合講座、他学部等

の動向を見ながら、可能で

あれば内容を充実させる。

 

 

 

 

 

 

(6)留学生対象科目 

1)正規留学生・外国人学生の日

本語力を向上させ、在学中に

JLPTのN１に合格することを

目指す。また交換留学生は、

留学期間中にJLPTの現在の

レベルよりも一つ上のレベル

の合格を目指す。 

2）留学生対象科目を日本人学

生との共修授業とし、留学

生・外国人学生と日本人学生

がお互いに影響しながら視野

を広げ、国際的な感覚を養

う。 

3）留学生・外国人学生対象の

日本語科目に日本人学生がボ

ランティアアシスタントとし

て参加し、留学生・外国人学

生の日本語力向上のみなら

ず、日本人学生も日本語での

コミュニケーション力を高め

る。 

4）本学主催の海外研修に新た

にモンゴル研修が加わり、す

べての海外研修プログラムで

最低催行人数を確保し、催行

することを目指す。同時に、

外部団体主催の海外研修プロ

グラムに参加する学生の募集

にも注力し、海外研修による

単位認定を目指す。 

5）派遣留学はタイ1名、韓国

３名、ポーランド１名を予定

している。常磐大学留学プロ

グラム参加者として、SDGsの

課題を設定し、留学前、留学

中、留学後に継続的に課題に

取り組み、その成果を本学ホ

ームページでの発信につなげ

る。また次年度に向け、留学

希望者の開拓、支援を続け

る。 

(7)資格関連科目 

・社会教育主事課程及び、学芸員

課程については、2022年度作成

した科目開講見通しに沿って、

資格希望者が円滑に履修でき

るような開講が進められてい

るかを確認し、必要に応じて、

見直していく。司書課程につい

ては、履修者数と開講コマ数の

経年変化を確認するための作

業を進める。 

・今後の科目開講の見通しを整

理しつつ、必要に応じて科目

群の改廃・学科への移動等の

検討に着手する。 

 

 

 

Ⅱ-A- 3［人間科学部共通］ 
・学生の関心がある進路を意識

した、系統的な相互履修科目

の履修を推奨する。 

等と可能な限り授業時間が重

ならないように配慮し、学部

学科を超えて一人でも多くの

学生が参加できるように授業

日と時間帯を慎重に選定し

た。 

(6)留学生対象科目 

1）1年間在籍する交換留学生に

は学内でJLPTの模擬試験を実

施し、全員が来日前よりも上

のレベルの合格点に達した。 

2)留学生対象科目のうち4科目

に、計13名の日本人学生が履

修し、そのうち2科目では英

語を使って日本人学生と留学

生との学びがあった。 

3）留学生対象の日本語科目はす

べての科目で、毎回、日本人

学生がアシスタントとして参

加した。 

4）新たに加わったモンゴル研修

も含め、本学主催のすべての

海外研修の実施が実現した。

また、外部団体主催の海外研

修への参加者も１名いた。 

5）タイ1名、韓国３名、ポーラ

ンド１名の学生が、派遣留学

を体験し、派遣先の大学で修

得した単位を本学の科目に読

み替えた。また、2023年度内

（2月末）に2名の学生が韓

国への派遣留学に出発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)資格関連科目 

・社会教育主事課程及び、学芸

員課程については、2022年度

作成した科目開講見通しに沿

って、資格希望者が円滑に履

修できるような開講が進めら

れていることを確認した。司

書課程については、2021年度

～2023年度の履修者数と開講

コマ数についての状況を一覧

にまとめた。 

・社会教育主事課程及び学芸員

課程については、科目開講の

見通しを基本としながら、履

修者の状況を踏まえて、科目

の開講・閉講の検討を行っ

た。 

 
Ⅱ-A- 3［人間科学部共通］ 
・各学科で、学生の関心がある進

路を意識した、系統的な相互履

修科目の履修の促進を検討し
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また、学生への周知性を高

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-3 [総合政策学部] 

・学部としての教養教育のあ

り方を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 3[看護学部] 

・教養教育の学習状況を点検

し、専門教育との関連から

必要に応じてカリキュラム

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[心理学科] 

①学生がキャリアの方向性を意

識した科目選択ができるよ

う、2022年度作成されたキャ

リアプランを周知する。 

②必修科目や公認心理師等資格

関連科目のうち、履修対象者

を学科に限定すべき科目を検

討する。 

 

[教育学科] 

・学科横断型履修プログラムの

履修指導を行う。 

 

[現代社会学科] 

①現代社会の諸相について、多

角的・複合的に理解を深める

観点から、学科の学修と密接

に関連する他学部他学科開講

科目等を相互履修科目として

履修するよう働きかける。 

②履修ガイダンスにおいて、学

生の専攻領域および進路形成

に期せる他学部他学科開講科

目等の履修モデルを提示す

る。 

[健康栄養学科] 
・相互履修可能な科目のうち3

科目6単位が「食品衛生管理

者・食品衛生監視員」資格取

得の必修科目であり、専門性

の高い学科独自の履修プログ

ラムを展開する。 

Ⅱ-A-3 [総合政策学部] 

①履修系統図において、各学科

における科目の位置づけを明

確に示す。 

②幅広く深い教養及び総合的な

判断力を培うよう編成してい

るかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 3[看護学部] 

①教養科目の履修状況について

点検し、必要時カリキュラム

を検討する。 

②教養教育と専門教育との関連

を履修系統図において明示す

る。 

③「学びの技法」について本学

部の教員が担当することでの

教育効果を評価する。 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 3[看護学研究科] 

・修士課程修了生としての質を

担保するために、3年の長期

履修生に対する適切な履修指

導ができるような資料収集と

た。一部の学科では、学科横断

型履修プログラムの導入につ

いて検討を進めた。 

[心理学科] 

①ガイダンスでキャリアプラン

詳細を配布し、意識する機会を

確保し、科目登録の際、学生が

参照できるようにした。公認心

理師とそれ以外のキャリアの

方向性を示し、科目選択を指導

した。 

②必修科目の心理学概論を学科

に限定した。 

[教育学科] 

・学科横断型履修プログラムの

履修指導に向けた検討を行っ

た。 

[現代社会学科] 

①現代社会の諸相について、多角

的・複合的に理解を深める観点

から、学科の学修と密接に関連

する他学部他学科開講科目等

を相互履修科目として履修す

るよう、履修ガイダンスや履修

相談において働きかけた。 

②履修ガイダンスにおいて、学生

の専攻領域および進路形成に

期せる他学部他学科開講科目

等の履修モデルを提示した。 

[健康栄養学科] 

・相互履修可能な科目のうち3科

目6単位が「食品衛生管理者・

食品衛生監視員」資格取得の必

修科目であり、専門性の高い学

科独自の履修プログラムを展

開するために検討を行った。 
Ⅱ-A-3 [総合政策学部] 
①履修系統図を点検し、（１）ル

ーブリックを導入した「ゼミナ

ールⅠ・Ⅱ」、「卒業論文Ⅰ～Ⅲ」

はルーブリックの文言に合わ

せて到達目標などを修正した、

（２）科目担当者が変更になっ

た授業について、授業内容に合

わせて到達目標などを修正し

た、など一部文言の修正を行っ

た。 

②幅広く深い教養及び総合的な

判断を養う内容にするために、

2024 年度からの新カリキュラ

ムを作成した。 
Ⅱ-A- 3[看護学部] 
①時間割上、履修可能な教養科目

が限られている。引き続き教養

科目の履修状況を点検してい

く。 
②教養教育と専門教育との関連

について履修系統図への明示

に至らなかったため次年度の

課題とする。 
③「学びの技法」を本学部の教員

が担当することにより初年次

の学生の状況は把握しやすく

なったが、教育内容に関する効

果は次年度に評価する。 
Ⅱ-A- 3[看護学研究科] 

・適切な履修指導がなされ、今年

度入学生は全員 3 年の長期履

修を申請した。 

・今後は彼らが広く多くの科目
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Ⅱ-A-4 授与する学位分野

ごとの入学者受入れの方

針（アドミッション・ポリ

シー）を明確に示してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１）入試制度改革 

・多様な学生を積極的に

受け入れるための入試

制度改革 
（２）広報活動の強化 

・Web 広報の充実 
・法人内進学者の確保 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通］ 
・高校生の進路志望動向を見

定めながら、各学科でアピ

ールすべき内容を精査し、

そのうえで広報活動を展開

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分析の計画を立てる。 

 

 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通］ 
①学科が求める学生像を明確に

し、充分かつ適切な広報活動

を行い、各入試制度において

適切な定員の確保に努める。 

②感染防止に配慮のうえ、学科

の学びを広く周知できるオー

プンキャンパスの企画を検討

する。また、広報内容の多角

的な検討を継続する。 

③常磐大学高等学校、智学館中

等教育学校と連携する活動に

積極的に参加をする。 

 

 

[心理学科] 

・感染防止に配慮し、メタバー

ス空間による広報活動の展開

方法を検討する。 

[教育学科] 

①オープンキャンパスの来場者

制限緩和に併せて、学科企画

の見直しを図る。 

 

 

 

②SNSや大学ホームページを活

用した広報活動の充実を図

る。 

 

③ガイドブック掲載内容を2023

年度以降入学生用のカリキュ

ラムに対応したものとする。 

[現代社会学科] 

①社会福祉の観点からも地域に

貢献する人材となることがで

きる可能性を、本学ホームペ

ージ等を通じて伝える。 

 

②学科の幅広い学びの魅力を紹

介する方法を検討する。 

[コミュニケーション学科] 

①推薦入学に関する要点の見直

しと、大学進学無関心層への

アプローチの双方を検討し、

効果的な広報活動を検討す

る。 

 

 

 

②さまざまな項目に対して具体

的数値目標を掲げ、短期的・

長期的両方の視点で達成を試

みる。 

 

 

 

 

 

③大学Webサイトに学科ニュー

スページを設置して、高校生

の質問に対応する。 

 

[健康栄養学科] 
・学科独自の「健康栄養ホーム

ページ」を充実させ、在校生

を履修したか、その履修状況を

調査する必要がある。その時期

と分析計画は2024年度に作成

する（教務委員会）。 
Ⅱ-A- 4［人間科学部共通］ 
①学部・学科として広報活動の充

実に工夫を凝らした。学部の入

学予定者は 426 人である。学

部・学科の求める学生像に基づ

き、入試委員会において入試制

度の改善を図った。 

②感染防止に十分配慮し、オープ

ンキャンパスにおいて学科の

学びを広く周知した。HP や学

科ニュース等を通して学科単

位に情報を発信し、多様で効果

的な広報に努めた。 

③連携する活動に各教員が参加

した。 

[心理学科] 

・感染防止に配慮し、メタバース

空間によるオープンキャンパ

スを実施した。 

[教育学科] 
①オープンキャンパスの来場者

制限緩和に伴い、高校生の学年

別の大学紹介講座や、大学生に

よる模擬授業を実施するなど

して、多様なニーズに対応し

た。 

②SNS での発信ならびに大学 HP

での教育学科ニュースを配信

し、学科の企画や取り組みなど

を周知した。 

③2023 年度のカリキュラムの特

色をアピールできる紙面など

を新たに設けた。 

[現代社会学科] 

①オープンキャンパスの授業体

験については、学科の4領域を

意識したプログラムを用意し、

学科の学びを体系的に紹介す

る試みを行った。 

②学科の SNS（X）の試行的運用

を始めた。 

[コミュニケーション学科] 

①2023 年 5月の学科会議で、指

定校推薦の推薦枠拡大につい

て審議した。 

2023年 7月および 9月の学科

会議で広報活動について審議

し、学科ニュースの記事ノルマ

（月2本程度）などの数値目標

を設定した。 

②2023 年 4月学 科会議で入学

者受け入れの振り返りを実施

し、2023年 7月の学科会議に

おける学生満足度調査に関す

る審議において「留学体験や留

学生との交流等による異文化

理解力」の満足度を、47.4％か

ら 60％にあげるといった具体

的数値目標を立てた。 

③大学 Web サイトに学科ニュー

スページを設置し、教員と学生

双方による取り組みの周知に

努めた。 

[健康栄養学科] 

・学科独自の「健康栄養ホームペ

ージ」を充実させ、在校生およ
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Ⅱ-A-4 [総合政策学部] 

・時代に即した入試を実施す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-A- 4[看護学部] 

・APについて3つの方針、学

習成果等との対応から定期

的に点検し、学内外に明示

する。 

・多様な学生を受け入れるた

めの方法を検討する。 

・本学部の魅力を学内外に発

信し広報活動を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学研究科] 

・アドミッションポリシーの

周知性の確保を目指すこと

と並行して、受験生の入学

前の学習成果を適切に測定

できる出題の内容、水準に

ついて、継続的な検討をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

および活躍している卒業生の

声等により、学科の魅力をア

ピールし、入学希望者確保に

向けた広報活動を継続する。 

 

 

Ⅱ-A-4 [総合政策学部] 

①APの見直しについては検討を

継続する。 

②総合型選抜の選抜方法が受験

生の学力等を正確に測れてい

るかについて、継続して検証

を行う。 

③大学Webサイトの学科ニュー

スの充実を図る。 

④法人内高校への出張授業を積

極的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 4[看護学部] 

①学習成果の確認をしたうえで

APとの関連を点検し明示す

る。 

②高等学校等関係者から意見聴

取を行い、APを点検する。 

③多様な学生を受け入れるため

の方法について検討する。 

④法人内進学希望者の看護への

志望動機を高めるための広報

活動や看護体験授業を継続す

る。 

⑤HPを点検し、開学時に作成し

た特設サイトとの統合につい

て検討する。「看護学科ニュ

ース」を1回/月以上更新す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学研究科] 

・パンフレット等における情報

のアップデートを毎年度実施

する。さまざまの媒体を活用

して、受験生、在校生の学修

に資する情報の提供を目指

す。 

・入学試験については、作問者

への説明を丁寧に行い、適切

な合否の判断材料となるよう

な作問に努めることを継続す

る。 

Ⅱ-A- 4[看護学研究科] 

・社会人入学者に対する試験科

目及び方法検討のための中期

計画を立てる。 

・学び直し研修を継続する。 

 

 

び活躍している卒業生の声等

により、学科の魅力をアピール

し、入学希望者確保に向けた広

報活動、特に学科関連活動を中

心に掲載し、活動を継続してい

る。 
Ⅱ-A-4 [総合政策学部] 
①AP は求められる力や入試制度

との関連性を明確にしたほか、

文言を一部変更した。 

②今年度から総合政策型選抜の

面接の評価にルーブリックを

導入し、受験生の学力測定の客

観的把握に努めた。今後は継続

してルーブリックの妥当性を

検証し適宜修正を行う。 

③学科ニュースの掲載件数は経

営学科71件、法律行政学科27

件、総合政策学科13件であり、

件数が昨年度に比べて増加し

た。 

④本年度は 5 名 5 件の学部所属

教員が法人内高校への出張授

業を行った。 
Ⅱ-A- 4[看護学部] 
①APとDP、各入学者選抜の方法

との対応について点検を行っ

た。学習成果との対応の点検は

次年度に行う。AP は学生募集

要項、大学パンフレットおよび

大学 HP において明示してい

る。 

②体験授業の機会を用いて、高等

学校 3 校の教諭から本学部へ

の入学希望者の動向や状況に

ついて聞き取りを行った。今後

も継続していく。 

③2024 年度から転入学制度を設

けることについて、本学部を含

め全学的に決定した。 

④常磐大学高等学校（2 年生）、

智学館中等教育学校（6年生）

の看護職志望者 36 名を対象

に、8 月に看護体験授業を行

い、看護への関心が高まったと

の評価を得た。 

⑤HP を点検し、開学時に作成し

た特設サイトとの統合案を作

成した。広報委員が主導して

「看護学科ニュース」を月1回

程度の頻度で更新した。 

Ⅱ-A- 4［人間科学研究科] 

・パンフレットの内容を一部更

新した。学内の学生にも、比

較的利用されていることが確

認された。 

 

 

・入試の出題については、今年

度大きな問題はなかった。 

 

 

 

Ⅱ-A- 4[看護学研究科] 

・学び直し研修を一次試験、二

次試験前に2回、計4クール

実施した。受講生は計10名で

あった。 

・2025年度までに前年度までの

入学試験結果を分析し、学び
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Ⅱ-A-5 授与する学位分野

ごとの学習成果は明確で

ある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-6 学習成果の獲得状

況を量的・質的データを用

いて測定する仕組みをも

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通］ 
・総合講座等において開設さ

れる初年次必修科目とのつ

ながりをふまえて、4年間

で学生が獲得をする「技

能・態度」について検討を

する。 

Ⅱ-A-5 [総合政策学部] 

・DPの細目としての学習成

果を測定する仕組みを作

る。 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-A- 5[看護学部] 

・3つの方針との対応から学

習成果の指標、測定方法お

よび可視化の方法を明確化

する。 

Ⅱ-A- 5［人間科学研究科] 

・研究科において学生に期待

する「態度」を具体化す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A-6［総合講座］ 

・単位修得状況および成績評

価の評定別分布の点検結果

をもとに、2025（令和7）

年度までに、総合講座科目

群の適切な評価基準の指針

を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 6［人間科学部共通］ 
・卒業研究科目で活用するル

ーブリックの精度を高める

ため、学生の意見も踏まえ

て、試行と修正を継続す

る。 

・単位取得状況の振り返りを

継続し、学修成果の獲得困

難のある科目について把握

し、対応を検討する。 

・ディプロマ・ポリシーに定

める能力のエビデンスとな

 

 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通］ 
・ディプロマ・ポリシーに記載

されている「技能・態度」の

側面をより具体化し、それを

適切に把握する指標を継続的

に検討する。 

 

Ⅱ-A-5 [総合政策学部] 

①学士（総合政策学）にふさわ

しい学習成果を明確にするた

め、成績評価指標を検討す

る。 
②個々の学生単位での学習成果

を効果的に測定するために、

DPの細目ごとに学習成果の

数値化あるいは可視化するな

どの方策を検討する。 
 
Ⅱ-A- 5[看護学部] 

①学習成果を明確化し、具体性

があり測定可能な指標を作成

する。 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学研究科] 

・研究科において学生に期待す

る「態度」を具体化するため

の議論を開始する。 

Ⅱ-A- 5[看護学研究科] 

・学修成果の評価・判定方法検

討のための中期計画をたて

る。 
 
 
 
 

Ⅱ-A-6［総合講座］ 

・単位修得状況および成績評価

の評定別分布の点検結果をも

とに、適切な評価基準の在り

方を検討する。 

 

 

 

 

 

 

［全学基本科目］ 

「常磐 数理・データサイエン

ス・AI教育プログラム」の点検

評価を行い、必要に応じて改善

を行う。 

 

 

 

Ⅱ-A- 6［人間科学部共通］ 
①GPA、単位取得率に基づいた

学生指導を行う仕組みを検討

する。 

②進級率、留年率、退学率、休

学率に基づいて、学習成果の

獲得困難要因を把握し、カリ

キュラム運用を検討する。 

③卒業研究科目ではルーブリッ

ク評価を継続し、その適切性

を検討する。       

④期待される特定の進路がある

直し研修受講者へのアンケー

トを実施し、学び直し研修の

あり方を検討する。 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通］ 

・十分な検討に及んでいない

が、卒業研究科目のルーブリ

ックにおいては「技能・態

度」を把握する指標を打ち出

している。 

 

Ⅱ-A-5 [総合政策学部] 

①「ゼミナールⅠ・Ⅱ」「卒業論

文Ⅰ～Ⅲ」以外の科目への成

績評価指標の導入については

継続して検討していく。 

②セメスター毎に全ての科目成

績評価分布を数的に確認し

た。学習成果が十分でないと

考えらえる科目については授

業内容の変更ないし成績評価

の変更を行った。 

Ⅱ-A- 5[看護学部] 

①学習成果の指標に関して検討

中であり次年度の課題とす

る。 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学研究科] 

・他の業務を優先したため、未

着手である。 

 

Ⅱ-A- 5[看護学研究科] 

・24年度に修了生が5人となる

ことから25年度に領域別（看

護管理教育学と成人高齢者看

護学）に学修成果の評価・判

定方法を検討し、改善点を特

定する。順次、他領域も計画

的に実施する。 

Ⅱ-A-6［総合講座］ 

・セメスター毎に、単位修得状

況および成績評価の評定別分

布の点検結果を検討し、適切

な評価基準や授業内容の在り

方を評価した。教養科目では

セメスター終了直後にこれを

行い、修得単位数の状況も考

慮して、幅広い教養が培われ

ているかを検証した。 

 

・「情報の処理I」「情報の処

理」については、2023年度実

施内容を振り返り、2024年度

の授業内容あるいは使用する

資料について検討を行った。

認可制度としての2023年度の

総括については、今後行う予

定である。 

Ⅱ-A- 6［人間科学部共通］ 

①②各学科で検討を継続した。

とくにアドバイザー・指導教

員と学生支援委員が連携し、

学習成果の獲得困難要因の把

握に努め、GPA・単位修得率を

踏まえて学生指導にあたっ

た。 

③ルーブリックに基づいて卒業

研究科目の評価を行うととも

に、評価基準の適切性を点検

した。 



24 
 

基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
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［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る外部指標となる資格、免

許等の把握を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ-A-6 [総合政策学部] 

①学習成果をあげるための

PDCAサイクルを確立する。 

②幅広い学生に対するケアを

確立する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-A- 6[看護学部] 

・学習成果の指標を3つの方

針に対応させて一体的に整

え、測定の妥当性を定期的

に点検する。 

・学習成果の獲得状況を可視

化して活用する。 

・卒業後の学生が自覚する、

大学での学習成果の獲得状

況や学びに対する満足感、

自らの成長への自覚等につ

いて把握し、教育課程・運

営の評価に役立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科においては、学生の実際

の進路との一致の程度を測

定、および評価をする。 

⑤外部試験により、ディプロ

マ・ポリシーに定める学習成

果の把握（能力の測定）が可

能な学科では、今後の利用に

ついて検討する。               

⑥国家資格試験、教員採用試験

等の合格率を把握し、その評

価と結果の公表を継続する。 

⑦ディプロマ・ポリシーに定め

る能力のエビデンスの一つと

して用いることができる資

格、免許を特定し、その資

格、免許取得者数を公表す

る。 

[健康栄養学科]※23/6/6再提出時追加 

・卒業研究科目で導入されたル

ーブリック評価の活用につい

て継続していくにあたって、

ヒアリングを行い、その適切

性や調整点など改定の時期に

向けての項目を検討する。 

Ⅱ-A-6 [総合政策学部] 

①学習成果と成績評価を可視化

するために、ルーブリックに

よる成績評価基準を作成す

る。 

②ルーブリック評価を導入した

科目については、基準とする

成績評価を的確に実施し、学

習成果をあげるためのPDCA

サイクルの確立を目指す。 

③授業評価アンケートの結果

を、学科ごとに検証し、授業

改善に結びつける方策を策定

する。 

④学習に課題がある学生だけで

なく、顕著な学習成果を上げ

ている学生に対するケアのあ

り方を検討する。 

Ⅱ-A- 6[看護学部] 

①各学習成果の獲得状況を量

的・質的にどのように測定す

るか（適切な指標、測定方

法、測定時期）について検討

する。 

②GPA、単位取得状況、授業欠

席状況を用いたアドバイザー

による学生面談を継続する。 

③4年次科目「看護課題の探

究」のルーブリック評価の妥

当性を点検する。 

④GPA分布、ルーブリック分

布、ポートフォリオの活用方

法を検討する。 

⑤在学生への調査、資格取得の

登録率、インターンシップ等

への参加率、在籍率、卒業

率、就職率、進学率のデータ

を収集し、学生指導に活用す

る。 

⑥卒業生に調査をする仕組みを

作成する。 

⑦国家試験合格率、資格取得率

を把握し評価する。またHP

での公表を継続する。 

 

 

④⑤⑥当該学科で検討を継続し

た。国家試験の結果（現代社

会学科と健康栄養学科）は毎

年、本学HP大学基礎データで

公開し、教員採用試験の結果

も教育学科ニュース等で公表

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

・卒業研究科目において導入さ

れたルーブリックに基づいて

評価を行った。2024年度は変

更点なく継続して行うが、今

後も適切性などを検討してい

く。 

Ⅱ-A-6 [総合政策学部] 

①学習成果の数値化・可視化の

取り組みの足掛かりとして、

「ゼミナールⅠ・Ⅱ」、「卒業

論文Ⅰ～Ⅲ」の5科目にルー

ブリックを導入し成績評価を

行った。 

②各セメスター後にルーブリッ

ク評価が適正なものかについ

て学部所属教員に聴取し、そ

の結果を全学自己点検評価委

員会にて報告した。 

③授業評価アンケートの結果は

各学科会議などで共有し改善

を検討した。 

④学部・学科で指定した資格を

取得した学生に対しては資格

に応じた表彰を行っている。 

Ⅱ-A- 6[看護学部] 

①各学習成果の量的・質的測定

方法について検討中であり、

次年度の継続課題とする。 

②昨年に続き、科目ごとの成績

分布及び単位修得状況を確認

し、成績評価の方法や基準を

点検して学科内で共有した。

必要に応じて到達目標や評価

方法を見直した。また、セメ

スターごとに行っている、

GPA、単位取得状況、授業欠席

状況をもとにしたアドバイザ

ーによる学生面談を継続し

た。 

③4年次科目「看護課題の探

究」のルーブリックについて

妥当性を点検した。一部修正

したルーブリックを評価に用

いた。 

④GPA分布、ルーブリック分布

等の活用方法検討には至らな

かった。 

⑤在学生への調査（看護技術の

獲得状況、看護実践能力の獲

得状況）を行った。各種デー

タを収集し、必要に応じて学

生指導に活用しているが、課
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※2019～2023年度 
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※2023～2025年度 
行動計画 
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Ⅱ-A-7 学生の卒業後評価

への取り組みを行ってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 6［人間科学研究科] 

・学習成果としての、学位論

文と資格・免許の位置づけ

に関する議論を始める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-A- 6［教職センター］ 

・教職課程履修者の履修状況

を1年次からセメスターご

と・年度ごとに点検し、学

年別の効果的な履修指導に

ついて検討する。 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通］ 
・全学の卒業後評価の枠組み

のなかで、具体的対応をす

すめる必要がある。 

 

Ⅱ-A-7 [総合政策学部] 

・学生の卒業後評価の仕組み

を作る。 
 
 

Ⅱ-A- 7[看護学部] 

・学生の卒業後評価を行うた

めの仕組みをつくり、評価

を行う。 

・卒業後早期の休職・退職を

防止するための支援を行

う。 

 

 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学研究科] 

・卒後評価の仕組みを整え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 6［人間科学研究科] 

・ディプロマ・ポリシーに直結

し、学習成果となりうる資格・

免許の有無について精査をす

る。 

Ⅱ-A- 6[看護学研究科] 

・修了生の学修成果評価方法の

検討とデータのフィードバッ

クに関する中期計画を立て

る。 
・修了生1名に対する調査を行

う。 

Ⅱ-A- 6［教職センター］ 

・教職課程履修者の履修状況を

セメスターごとに点検し、学

年別の効果的な履修指導につ

いて検討する。 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通］ 

・卒業後評価の対象とするべき

学生の進路（企業等）につい

て、各学科で検討を継続す

る。 

Ⅱ-A-7 [総合政策学部] 

・就職先に卒業生についてのア

ンケート調査を実施すること

を検討する。 
 
Ⅱ-A- 7[看護学部] 

①1期生の進路先から、卒業後

評価を得るための調査を行

う。 

②進路先からの聴取内容を学習

成果の点検に活用する。 

③1期生の在職状況の調査結果

を分析し、退職防止策を検討

する。 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学研究科] 

・課程修了者の追跡調査が可能

な勤務先を洗い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 

外活動に関するデータは次年

度に収集する。 

⑥卒業生に調査をする仕組みは

検討中である。 

⑦看護師国家試験合格率89.6％

（69名合格/77名受験）、保健

師国家試験合格率95.2％（20

人合格/21人受験）、保健師国

家試験合格率95.2％（20人合

格/21人受験）。養護教諭一種

免許状取得率100％（8名）。

養護教諭教員採用試験は4名

が受験し、1名が茨城県に合

格した。HPでの結果公表は継

続している。 

Ⅱ-A- 6［人間科学研究科] 

・他の業務を優先したため、未

着手である。 

 

 

Ⅱ-A- 6[看護学研究科] 

・今年度左記の3項目とも実施

できなかった。よって、2025

年度に学修成果方法に関する

調査を行い、妥当な評価方法

の検討と結果のフィードバッ

クに関する計画を立てる。 

Ⅱ-A- 6［教職センター］ 

・教職課程履修者の履修状況を

セメスターごとに点検し、適

宜個別に履修指導をおこなっ

た。 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通］ 
・卒業後評価の対象とすべき学

生の進路について、各学科で検

討を継続した。 

 

Ⅱ-A-7 [総合政策学部] 

・学部運営会議などで検討を続

けているものの実施には至っ

ていない。次年度も継続して

検討する。 

Ⅱ-A- 7[看護学部] 

①進路先から卒業後評価を得る

ための方法は検討中である。 

②進路先からの聴取内容を学習

成果の点検に活用する仕組み

づくりにまだ至っていないた

め次年度の課題である。 

③系統的に早期の休職・退職を

防止していく支援が必要であ

り、検討を重ねていく。 

Ⅱ-A- 7［人間科学研究科] 

・一部は、心理臨床センターで

把握している。 

Ⅱ-A- 7[看護学研究科] 

・今年度は全学の方針と方法に

基づき、学修成果の評価を行

った。 

・修了生の学修成果評価方法の

検討とデータのフィードバッ

クに関する検討は2024年度末

までに行うことにした。 

・今年度修了生が1人出たの

で、この学生のデータをもと

に2025年度に調査を行うこと

にした。 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
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Ⅱ-B -1 学習成果の獲得に

向けて教育資源を有効に

活用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．学生支援 

（１）修学支援 

・情報メディアセンター

（図書館）の開館時間

延長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年

目）の中期計画の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 1［人間科学部共通］ 
・教務委員会と学科、学部運

営会議などにおいて、履修

相談、成績問い合わせを通

じて浮上する課題を共有

し、改善策を検討する仕組

みの構築をめざす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B[看護学研究科] 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画を立案する。 

 

 

Ⅱ-B-1［総合講座］ 

(2)国際交流科目の学修を通じ

た取り組み 

1)日本学生支援機構の海外留学

支援制度（協定派遣）が継続

採択となり、今年度3名の学

生が奨学金を受給し、8月以

降、順次渡航する。今年度は

3年目（最終年度）となるた

め、来年度以降の奨学金の申

請準備を進める。 

2)2022年度、日本学生支援機構

の海外留学支援制度（協定受

入）が追加採択となり、5名

の交換留学生が奨学金を受給

し、留学期間を2023年8月

まで延長した。この実績か

ら、2024年度以降の申請、採

択を目指す。 

3)外部団体主催の海外研修に参

加した学生に対する「海外研

修」による単位認定を行う仕

組みを周知し、参加者増加を

目指す。 

4）派遣留学中に修得した単位

を「海外研修」等の本学授業

科目の単位として認定する制

度を周知し、留学しやすい環

境を作る。 

5)国際交流科目会議の海外研修

グループ会合において、学科

ごとの特性に合わせた海外研

修プログラムの開発について

検討を続ける。 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 1［人間科学部共通］ 

①成績評価基準の着実な活用に

努める。 

 

②授業アンケートの有効な活用

方法を再考する。 

 

③退学者、留年者、休学者の減

少に努める。  

 

 

 

④履修相談、成績問い合わせに

は丁寧に回答する。 

 

 

⑤図書館の本を借りることを推

奨する。 

 

⑥成績不振学生には、きめ細か

な相談にのる機会を設定す

る。 

 

 

 

Ⅱ-B[看護学研究科] 

・2024年度に教育資源、特に図

書館の利用状況について調査

をし、2025年度に改善案を作

成する計画にした（教務委員

会） 

Ⅱ-B-1［総合講座］ 

(2)国際交流科目の学修を通じた

取り組み 

1)日本学生支援機構の海外留学

支援制度（協定派遣）の奨学

金の受給は、当初予定してい

た3名に加えて、今年度2月

中に韓国に派遣留学に出発す

る2名も受給できた。さら

に、来年度以降の同制度にも

採択され、今後4年間、派遣

留学の奨学金が得られること

になった。 

2)今年度8月まで、5名の交換

留学生が日本学生支援機構の

海外留学支援制度（協定受

入）奨学金を受給し、帰国し

た。2023年度以降の同制度へ

の申請には至らなかった。し

かし、今年度秋セメスターの

交換留学生15名中5名が、春

セメスターまでの留学期間延

長を希望し、1月以降も引き

続き学修や生活をサポートし

ている。 

3)外部団体主催の海外研修に1

名が参加した。その成果を、

「海外研修」等の本学授業科

目の単位として認定する予定

である。 

4）秋セメスターに派遣留学した

5名については、留学中に修

得した単位を「海外研修」等

の本学授業科目の単位として

認める手続きを進めている。 

5)学科ごとの特性に合わせた海

外研修プログラムの開発につ

いては、まだ着手できていな

い。 

Ⅱ-B- 1［人間科学部共通］ 

①各教員が、シラバスに明示し

た成績評価基準によって適正

な評価を行った。 

②各教員が、授業アンケートの

結果をもとに授業の改善に努

めた。 

③各学科において大学生活や学

修に苦戦している学生の情報

を共有し、教員の連携により

退学者・留年者・休学者の減

少に努めた。 

④学生からの問い合わせに対し

ては、教務委員を中心に、ア

ドバイザー・指導教員が協働

で丁寧に回答した。   

⑤さまざまな機会を捉えて、図

書館の本を借りることを推奨

した。 

⑥アドバイザーや指導教員を中

心として成績不振学生を注意

深く見守り、さまざまな手段

で連絡を密にし、相談を行っ

た。学生からの問い合わせに

は、迅速かつ誠実に回答し
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[心理学科] 

①学生がいつでも問い合わせる

ことができ、かつ対応内容を

学科教員が共有できるよう、

WEB問い合わせ窓口を継続す

る。 

②ガイダンスやアドバイザー面

談、授業等の機会で図書館利

用を推奨する。 

③-1 成績不振・課題未提出・

複数回欠席者には、その都

度、連絡をし、相談にのる。 

③-2成績優秀者には、希望によ

り別途課題をあたえ、学習機

会を確保する。 

③-3大学院生の研究への協力機

会を通して、学術的な好奇心

を刺激すると共に、具体的な

実験・調査計画の立て方等を

学べるよう橋渡しをする。 

 

③-4大学院希望など、進学希望

別にきめ細かい説明会の実施

を継続する。 

[教育学科] 

①入学前スクーリングにおける

ピアノレッスン、地理・日本

史確認テストの実施および事

後指導を充実する。 

 

②成績不振学生に対し、アドバ

イザーや指導教員に限らず学

科全体でのきめ細やかな対応

を行う。 

 

[現代社会学科] 

①学生のさまざまな学修成果に

ついて学科表彰等を通して可

視化することを継続する。 

②必修科目後の時間を活用し、

担当アドバイザーと学生が対

面面談する機会を提供する。 

[コミュニケーション学科] 

①学科会議で共有された各教員

の授業の工夫を、他の授業で

も応用することで学生の勉学

の助けとする。 

②英語学習に関して個別面談を

行う。 

 

 

 

 

 

 

③学年ごとにGoogle Classroom

にホームルームに相当するク

ラスを設置し、履修等に関す

る情報を伝える。 

 

④学生表彰の制度の検討と、デ

ィプロマ・サプリメントに関

する調査を行う。 

た。全学生に対して、セメス

ターごとに面談を実施した。

また高等教育修学支援制度の

もとで奨学金を受ける成績不

振の学生に対しては、面談を

通して就学継続に向けた指導

を行った。 

[心理学科] 

①学生がいつでも問い合わせる

ことができ、かつ対応内容を

学科教員が共有できるよう、

WEB問い合わせ窓口を継続し

た。 

②ガイダンスやアドバイザー面

談、授業などの機会で図書館

利用を推奨した。 

③-1成績不振・課題未提出・複

数回欠席者には、その都度、

連絡をし、相談・指導した。 

③-2成績優秀者には、別途課題

をあたえ、学習機会を確保し

た。 

③-3大学院生の研究への協力機

会を設けた。学生に対して、

学術的な好奇心を刺激すると

共に、具体的な実験・調査計

画の立て方等を学ぶ機会を提

供した。 

③-4大学院希望など、進学希望

別にきめ細かい説明会の実施

を継続した。 

[教育学科] 

①入学前スクーリングにおける

ピアノレッスン、地理・日本

史確認テストの実施および事

後指導における学生へのフィ

ードバックを充実させた。 

②学生の履修状況について学科

教員間で共有する頻度を増や

すことで、学科全体で個々の

学生の事情に応じた支援を行

った。 

[現代社会学科] 

①学生のさまざまな学修成果に

ついて学科表彰等を通して可

視化することを継続した。  

②必修科目後の時間を活用し、

担当アドバイザーと学生が対

面面談する機会を提供した。 

[コミュニケーション学科] 

①今年度は昨年度の取り組み以

上には共有／応用共に達成で

きなかった。 

 

②ICTツールを活用し、英語学

習に関する個別面談・個別コ

ーチング、留学（交換留学や

短期留学、私費留学など）に

関する面談を行った。そのう

ち学科内で共有が必要な情報

については、学科会議で報

告・検討を行った。 

③学年ごとにGoogle Classroom

にホームルームに相当するク

ラスを設置し、履修や就職活

動に関連する情報を伝達し

た。 

④2024年2月の学科会議におい

て審議し、ディプロマサプリ

導入に先んじてマイクロレジ
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Ⅱ-B-2 学習成果の獲得に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-Ｂ- 1［総合政策学部] 

・情報メディアセンター等の

利用率を把握し、向上に努

める。 
 

Ⅱ-Ｂ- 1[看護学部] 

・成績評価基準に従い学習成

果の獲得状況を適切に評価

することを継続する。 

・学生による授業評価アンケ

ート等をふまえ授業改善を

行う。 

・単位取得状況に基づき、履

修が進むように学生を支援

する。 

・動画教材、図書館等の活用

を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ-B- 1［人間科学研究科] 

・学生の声を、教育体制の改

善につなげる仕組みを検討

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 2［人間科学部共通］ 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

①セメスター間の休業期間に全

学年に課題を設定し、修学の

到達度を確認する。 

 

②授業終了後、ICTツールを活

用し、学習の事後確認を可能

にする。 

 

③年度当初、臨地実習実施前等

節目ごとに個別にガイダンス

を行い、修学へのモチベーシ

ョンの向上を図る。 

 

Ⅱ-B-1 [総合政策学部] 

・情報メディアセンター等の利

用率を把握し、向上に努め

る。 
 
Ⅱ-Ｂ- 1[看護学部] 

①シラバスに示した成績評価基

準により、学習成果の獲得状

況を適切に評価することを継

続する。 
②学生による授業評価アンケー

トの回答率を高める。その結

果に対する自己点検を行い授

業改善につなげる。 
③各セメスターにおいて単位取

得状況をもとにしたアドバイ

ザーによる面談を行う。 
④前年度の評価をふまえ、履修

ガイダンスを修正して実施す

る。 
⑤動画教材のうち、視聴回数の

少ないコンテンツの整理を行

う。 
⑥図書館、ＰＣ学習室の利用状

況について調査する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-B- 1［人間科学研究科] 

・複数教員による研究指導体制

の課題の有無を、恒常的に点

検する。 

Ⅱ-B- 1[看護学研究科] 

・看護学研究科の学生支援に役

立つ「学生による授業評価の

在り方」を検討する。 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 2［人間科学部共通］ 

デンシャルの導入を検討すべ

きであり、それに伴い履修系

統図の見直しも必要との意見

が出た。 

[健康栄養学科] 

①セメスター間の休業期間に全

学年に課題を設定し、修学の

到達度を科目担当教員が確認

した。 

②授業終了後、ICTツールを活

用し、学習の事後確認を科目

内容により小テストを用いて

行った。 

③年度当初、臨地実習実施前な

ど節目ごとに個別にガイダン

スを行い、修学へのモチベー

ションの向上を図る指導を行

った。 

Ⅱ-B-1 [総合政策学部] 

・「学びの技法」や「情報の処

理」を中心に、情報メディア

センターを利用する課題を課

し、利用率の向上に努めた。 

Ⅱ-Ｂ- 1[看護学部] 
①各科目担当教員は、シラバス

の成績評価基準により学習成

果の獲得状況を適切に評価し

た。 

②学生による授業評価アンケー

トはWEB入力として以来、回

答率が低く推移している。授

業内で回答時間を確保する等

の工夫をしているが全学的に

方法の改善が必要である。科

目責任者は、アンケート結果

に対して自己点検を行い、授

業改善につなげている。 

③セメスター終了ごとに単位取

得状況をもとにしてアドバイ

ザーが実施する面談を継続し

ている。 

④履修ガイダンスは前年度の評

価を踏まえて改善し、実施し

た。履修相談にはメールを活

用して応じている。 

⑤動画教材の視聴回数について

情報メディア委員が学科運営

会議に報告して教員間で共有

し、授業でのさらなる活用を

工夫することとした。コンテ

ンツ数は変更しなかったが、

今後の視聴回数により整理し

ていく。 

⑥図書館の利用状況の点検はで

きなかった。次年度の課題と

する。 
Ⅱ-B- 1［人間科学研究科] 
・今年度は大きな問題は出てい

ない。 
 
Ⅱ-B- 1[看護学研究科] 
・購入した教育図書の学生への

案内は教務委員が行ったが、利

用の実態は把握しなかった。 

・教育資源の活用に向けて指導

を含め、教務委員会・FD 委員

会を中心に2025年度までに検

討することとした。 

 

Ⅱ-B- 2［人間科学部共通］ 
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向けて学習支援を組織的

に行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）修学支援 

・学生の学修に対する意

欲の向上に資する支援

の充実 
３．地域連携・国際交流 

（２）国際交流活動の充

実 

・海外における大学間学

術連携協定校の新規開

拓  

・「海外研修参加奨励金制

度」（仮称）の創設 
・正課の学修と関連性の

高い海外研修プログラ

ムや海外インターンシ

ッププログラムの開発 
・海外研修（個人参加

型）の履修者増加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学生の状況に応じた、適切

かつ効果的な学習支援の在

り方について、検討をす

る。学生が留学先で履修し

たプログラムを速やかかつ

適切に単位認定のプロセス

にのせられる体制の整備

を、国際語学学習センター

とともに検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 2 [総合政策学部] 

①各学科で、アドバイザー制

度の活用、個別相談の実

施、学生情報の共有、修学

支援制度の周知を行う。 
②国際センターと協力を推進

①学生の状況を見極め、ガイダ

ンスの時期や方法の適正なあ

り方について、検討を始め

る。 

②学修到達水準が高く、学習内

容の習得速度の早い学生に対

して、学習上の配慮や学習支

援を検討する。 

 

      

③編・転入学生への指導体制を

整備する。 

 

④各学科で、アドバイザー制度

の活用、個別相談の実施、学

生情報の共有、修学支援制度

の周知を行う。特に１，2年

生、合理的配慮が必要な学生

に関しては、早期の問題把握

に努め、適切な働きかけを行

う。                         

⑤出席管理、追試験・再試験等

について、理解が十分でない

上級生に関しては、適切な働

きかけを行う。 

[教育学科] 

①学科表彰制度を拡充し、成績

上位者の学習意欲の向上を図

る。 

②編入学生に対してきめ細かな

履修指導を行う。 

 

③アドバイザーおよび学生支援

委員による学生への対応フロ

ーの運用を徹底し、問題を抱

える学生の早期把握・減少に

努める。 

④ガイダンス期間中および秋セ

メスター開始時に、1・2年生

に対するアドバイザー面談を

行う。 

[現代社会学科] 

①基礎能力アッププログラム未

修了者への重点的指導を行

う。 

②ゼミナール等でSPIオンライ

ン教材の利用を促す。 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

①学科会議で授業における出席

状況、実験実習科目における

レポート提出状況を確認、共

有し学生対応を強化する。 
②成績不良の学生を早期に洗い

出し、適切なフォローをす

る。 
③進級要件充足の確認、指導を

徹底する。 
 
Ⅱ-B-2 [総合政策学部] 

①各学科で、アドバイザー制度

の活用、個別相談の実施、学

生情報の共有、修学支援制度

の周知を行う。 
②国際センターと協力を推進

①各学科で、ガイダンスの時期や

方法の適正なあり方を検討し、

履修指導の内容を更新した。     

 

②一部の学科では、学修到達水準

が高く学習内容の習得速度の

早い学生に対して、課題の提供

や勉強会の開催等、個別の学習

支援を行った。各学科で、学科

表彰制度を実行・拡充した。      

③対象者がいる学科で、編入学生

に対して個別に丁寧な履修指

導を行った。 

④各学科で、アドバイザー制度を

活用して個別面談・指導を行っ

た。問題を抱える学生の情報を

学科会議等で共有し、教員間の

連携により支援した。合理的な

配慮が必要な学生の支援に関

して、学生相談委員会の研修会

に教員が参加した。 

⑤大学の諸制度・仕組みへの理解

が十分でない上級生に対して、

丁寧な指導を心がけた。 

 

[教育学科] 

①学科表彰項目を増やし、複数の

観点から学生の取組を評価・奨

励できるようにした。 

②編入学生に対しては個別のカ

リキュラムマップを作成し、き

め細かな履修指導を行った。 

③対応フローが適用される欠席

回数の規準を変更し、より早期

に学生の問題把握・対応ができ

るようにした。 

 

④ガイダンス期間中および秋セ

メスター開始時の1・2年生に

対するアドバイザー面談の実

施を徹底した。 

[現代社会学科] 

①アドバイザー面接によって学

修の状況の確認および指導を

行った。 

②ガイダンス期間において、教

務・履修ガイダンスの時限を増

加し、ガイダンス内で履修登録

を行う対応を講じ、履修漏れの

抑制を試みた。 

③1 年次の必修授業の時間にお

いて、教務連絡等を行う機会を

設けた。 
[健康栄養学科] 
①学科会議で授業における出席

状況、実験実習科目におけるレ

ポート提出状況を確認、共有し

学生対応を強化している。 

②成績不良の学生を早期に洗い

出し、適切なフォローを行っ

た。 

③進級要件充足の確認、指導を徹

底するために、科目によって個

別指導を行った。 
Ⅱ-B-2 [総合政策学部] 
①オリエンテーションにおいて

個別相談を実施した。また、セ

メスター開始時に出席状況・

GPA が低い学生に対するアド

バイザーからの指導を行った。
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し、海外研修プログラム等

への積極的な参加を学生に

促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 2[看護学部] 

・入学前プログラムについて

対象者の学習意欲をより高

められるプログラムに精錬

して実施する。 

・学力に応じた丁寧な学習支

援を継続する。 

・学生の学習状況を把握し組

織的に支援する体制を維持

する。 

・海外研修プログラムへの学

生の参加を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 2［人間科学研究科] 

・学習成果を十分活用できる

キャリアパスの提示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、海外研修プログラム等へ

の積極的な参加を学生に促

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 2[看護学部] 

①入学前プログラムにおいて、

本学での学習意欲を高めるた

め、ミッション、3つのポリ

シー、コンピテンシーの説明

や授業・学生生活に関する情

報提供を継続する。在学生の

参画を促す。学生から、入学

前プログラムの体験やプログ

ラムへの期待についてヒアリ

ングする。 

②成績良好で基礎学力の更なる

向上をめざす学生の学習意欲

に対応するため、「チャレン

ジ看護学」（1年生）について

内容を点検し、実施する。 

③国家試験の模擬試験での成績

低迷者を対象としている学習

支援について、内容を点検

し、継続する。 

④オフィスアワーの明示、アド

バイザー制度により、学生が

学習について相談しやすい体

制を継続する。アドバイザー

グループの作り方変更に対す

る評価を行う。 

⑤セメスター終了ごとに学生の

単位履修状況を教員全体で把

握し、履修指導につなげるこ

とを継続する 

⑥学科専門科目「海外看護研

修」を実施、評価する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 2［人間科学研究科] 

・研究科進学者に開かれた魅力

的なキャリアパスの把握と、

その提示方法を検討する。 

Ⅱ-B- 2[看護学研究科］ 

・各領域・各教員が行っている

学修支援の実態を把握し評価

する仕組みを検討する。 

・優れた学修支援の仕組み（研

究計画検討会、大学院研究倫

理審査、学位審査関連の学修

支援、最終試験に向けた学修

支援、教務アドバイザー、共

同カンファレンスなど）を継

留年した学生については記録

を残すことを徹底した。心身に

不調のある学生などについて

は保健室や学生支援センター

と連携し、必要に応じて配慮願

を出した。これらの学生情報に

ついては、各学科会議において

情報の共有を図った。 

［総合政策学科］ 

・大学に居場所のない学生や、大

学に来にくい学生を対象とし

た居場所づくり「総合政策学科

サロン（仮称）」について議論

し、2024 年度に開設すべく準

備中を進めている。 

②海外研修参加者は26名（経営

学科14名、法律行政学科3名、

総合政策学科9名）であった。 

Ⅱ-Ｂ- 2[看護学部] 
①学修サポート委員の企画・運営

により、3月に入学前プログラ

ムのスクーリングを行った。ミ

ッション、3つのポリシー、コ

ンピテンシーの説明や授業・学

生生活に関する情報提供を継

続している。自宅で行うプログ

ラムは前年度と同じとした。 

②成績良好で基礎学力の更なる

向上をめざす学生の学習意欲

に対応するため、「チャレンジ

看護学」（1年生）を実施した。

今年度はオンライン上で課題

に取り組み、85名中82名が参

加した（96.5％）。 

③国家試験の模擬試験での成績

低迷者には、学修サポート委

員・アドバイザーが面談を行い

学習方法や生活に関する助言

や心理的支援を行った。 

④オフィスアワーの明示、アドバ

イザー制度により、学生が相談

しやすい体制を継続できた。ア

ドバイザーグループの作り方

に対する評価は次年度に行う。 

⑤セメスター終了ごとに、教務委

員が学生の単位取得状況を集

約して学科運営会議で共有し、

履修指導につなげることを継

続している。 

⑥「海外看護研修」（選択）は

covid-19 の影響により未開講

であったが、今年度に初めて開

講できた。2 年生 2 名が履修

し、3月に大邱カトリック大学

看護学部（韓国）での研修を行

った。 

Ⅱ-B- 2［人間科学研究科] 
・2023年度FDフォーラムで取り

組んだ。 

 
Ⅱ-B- 2[看護学研究科］ 
・左記に関する仕組みづくりは

実施できていない。 
・各検討会等については各規程

等に基づいて実施し、不備があ

った事項については学生の利

益を最優先に速やかに修正を

加えて実施した。 
・さらに、学位論文執筆要領につ

いては、今年度初めて学位論文
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Ⅱ-B-3 学習成果の獲得に

向けて学生の生活支援を

組織的に行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（２）生活支援 
・学生の成長実感・足度

の向上に資する支援の

充実（学生満足度調査

結果の活用を含む） 
・生活環境の充実 
（３）課外活動支援 

・UNIVAS 加入とスポー

ツインテグリティの醸

成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 2［教職センター］ 

・教職課程ガイダンスの内容

の定着状況を点検し、必要

に応じて内容の見直しを図

る。 

・教職課程履修者の基礎学力

の状況を適切に把握する方

法を検討するとともに、

「教職アカデミーⅠ」で扱

う教科や単元、内容のレベ

ルについて必要に応じて見

直しを図る。 

Ⅱ-B- 3［人間科学部共通］ 
・ICT化の現状に即し、時間

と場所を固定化したオフィ

スアワー制度の運用につい

て、再検討の要否を検討す

る。 

 

 

 

 

 

続すると共に評価の仕組みを

検討する。 

・データに基づき学修支援を点

検する方法を検討する。 

・研究計画検討会・大学院倫理

審査申請書・学位論文執筆要

領の作成と見直し。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-Ｂ-2［全学学修サポート委員

会］ 

推薦系入試で合格した入学予

定者に対して、次の諸点を踏ま

えて2023年度入学前教育

（2024年度入学者対象）を実施

する。 

・入学前教育の「大学共通課

題」において所定の基準に到

達していることを、「学びの

技法Ⅱ」（1年次秋セメスター

必修科目）の履修の要件とす

る。 

・入学前教育の「大学共通課

題」について、入学時に所定

の基準に到達していない者に

対しては、入学後も「基礎能

力アッププログラム」の取り

組み等を通じて、その達成を

支援する。 

入学前教育を実施しないその

他の入試制度で合格した入学予

定者に対しても、ｅラーニング

教材「竹びとラーニング」の受

講を案内し、入学時に所定の基

準に到達していない者に対して

は、入学後も「基礎能力アップ

プログラム」の取り組み等を通

じて、その達成を支援する。 

入学前課題に加え、学科ごと

のスクーリングでは、大学での

学修や入学までの準備および仲

間づくりを促す取り組み等を実

施する。 

Ⅱ-Ｂ- 2［教職センター］ 

・一部の免許種に係る在学生教

職課程ガイダンスの開催時期

を新年度初めから年度末へ変

更する。 

・「教職アカデミーⅠ」の受講

状況を点検し、参加者の拡大

および学習成果の定着に向け

た効果的な開講方法を検討す

る。 

 

 

Ⅱ-B- 3［人間科学部共通］ 
①オフィスアワー制度を継続す

る。 

②各種課外活動への参加を呼び

掛ける。課外活動奨励金の周

知に努める。 

Ⅱ-B-3 [総合政策学部] 

①学生満足度調査結果の教育に

関する部分の活用を図る。 
②各種課外活動への参加を呼び

掛ける。課外活動奨励金の周

を提出するにあたり、学生支援

センターの担当者に確認しな

がら、より実際的な内容になる

ように適宜修正を加えた。ま

た、昨年度の実習成果をふま

え、高度実践実習（リーダーシ

ップ・教育）の実習要項を見直

し、実習施設や事務部門にとっ

ても活用しやすい内容を加え

修正した。これまで作成した要

領等の不備については今後も

適宜見直し、修正していくこと

にした。 

Ⅱ-Ｂ-2［全学学修サポート委員

会］ 
推薦系入試で合格した入学予

定者に対して、次の諸点を踏まえ

て2023年度入学前教育（2024年

度入学者対象）を実施した。 

・入学前教育の「大学共通課

題」において所定の基準に到

達していることを、「学びの技

法Ⅱ」（1年次秋セメスター必

修科目）の履修の要件とす

る。 

・入学前教育の「大学共通課

題」について、入学時に所定

の基準に到達していない者に

対しては、入学後も「基礎能

力アッププログラム」の取り

組み等を通じて、その達成を

支援する。 

 入学前教育を実施しないその

他の入試制度で合格した入学予

定者に対しても、ｅラーニング

教材「竹びとラーニング」の受

講を案内し、入学時に所定の基

準に到達していない者に対して

は、入学後も「基礎能力アップ

プログラム」の取り組み等を通

じて、その達成を支援した。 

入学前課題に加え、学科ごと

のスクーリングでは、大学での

学修や入学までの準備および仲

間づくりを促す取り組み等を実

施した。 

 
Ⅱ-Ｂ- 2［教職センター］ 
・教職課程ガイダンスを 3 月中

旬に実施した。 

・「教職アカデミーⅠ」の受講状

況の確認を行うと共に、茨城県

教員採用試験の早期化・複数回

化への対応を検討した。 

 
 
 
 
 
Ⅱ-B- 3［人間科学部共通］ 
①オフィスアワー制度を活用し

て、学生との面談・指導を行っ

た。 
 
 
Ⅱ-B-3 [総合政策学部] 
①2023 年度は学生満足度調査結

果の活用について各学科会議

などで検討した。 

②各学科特性に応じた課外活動
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Ⅱ-B-4 進路支援を行って

いる。 
 
 
 

・強化部の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（４）キャリア支援 

・低学年のインターンシ

ップ参加推進 
・就活新ルールに応じた

就職支援プログラムの

開発 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-Ｂ- 3[看護学部] 

・学生の生活・健康支援を行

うための体制を維持する。 

・学生生活に関する学生の意

見や要望を定期的に把握し

対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 3［人間科学研究科] 

・有職者の進学ニーズとその

困難要因の検討が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 4［人間科学部共通］ 
・学生のキャリア形成意識を

高める支援を継続する。ま

た、資格取得を学科の学び

の中心に置く学科では、デ

ィプロマ・ポリシーに結び

付いた学科の「めざす進

路」を複線化する必要があ

るかを、検討をする。 

・学生の国際感覚を養う活動

への周知を継続する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 3[看護学部] 

①学生の生活支援・健康支援を

効果的に行うため、アドバイ

ザー、学生支援委員、教務委

員の連携による対応を継続す

る。 

②懇談会を行い、学生生活に関

する学生の意見や要望を把握

する。 

③学生が取り組んでいる社会的

活動状況を把握し、支援す

る。 

 

Ⅱ-B- 3［人間科学研究科] 

・有職者の進学について、問い

合わせ事例を基に、課題を把

握し、研究科内での共有化を

進める。 

Ⅱ-B- 3[看護学研究科］ 

・長期履修制度や「特別支出控

除」制度等の活用を推進して

いく。 

 

 

Ⅱ-B- 4［人間科学部共通］ 
①各学科の学びの特性をふま

え、キャリア形成の意識を高

める機会を提供し、キャリア

形成のための支援を継続す

る。                   

 

②キャリア支援センターと連携

し、ゼミナール単位で個別学

生への指導を適宜実施する。                   

③教職センターと協力のうえ、

教職課程履修の卒業生へのフ

ォローを検討する。                     

 

④就職活動を開始しない学生へ

の支援について、各学科で検

討し、対応をする。     

   

⑤学生に推奨する資格、免許の

精査を継続する。 

 

 

⑥国家資格や免許の取得に向け

た支援体制を充実させる。 

 

⑦国際交流等に関心のある学生

への参加を呼び掛けた。それら

の一部は各学科ニュースにて

学外に発信している。このうち

課外活動奨励金については、留

学生と常磐大生の「江戸体験ツ

アー」サポーターとして 1 名

が、梅染め組紐プロジェクトと

して9名が獲得した。 

また顕著な課外活動に対して

贈られる学長賞について以下

の通りである。剣道全国大会で

第3位となった1名が学長賞、

上位入賞した 1 名が学長奨励

賞を受賞した。日銀グランプリ

の優秀賞を受賞した 5 名が学

長賞を受賞した。水戸市協働事

業提案制度「わくわくプロジェ

クト」に参画した3名が学長奨

励賞を受賞した。 

 
Ⅱ-Ｂ- 3[看護学部] 
①生活上・健康上の問題や課題が

生じた学生について、アドバイ

ザー、学生支援委員長、教務委

員長の連携による対応を継続

している。 
②各学年代表者（計10名）と教

員（学部長、教務委員長、学生

支援委員長）との懇談会を3月
に行った。 

③学生が取り組んでいる課外活

動の状況把握はできなかった

ため次年度の課題とする。 
Ⅱ-B- 3［人間科学研究科] 
・有職者の問い合わせには、丁寧

に対応した。事例数が少ないた

め、研究科内での課題の共有に

は至っていない。 
Ⅱ-B- 3[看護学研究科］ 
・入学ガイダンス等で周知し、制

度の活用を勧めた。 
・次年度からは活用状況を組織

的に把握することにした。 
 

Ⅱ-B- 4［人間科学部共通］ 
①各学科の学びの特性をふまえ、

卒業生の力も借りながら、キャ

リア形成のための支援を継続

した。SPI 模試や企業研究会

等、就職に関する各種情報を周

知した。 

②キャリア支援センターと連携

し、ゼミナール単位で学生への

就職指導を行った。                  

③教職センターと協力し、教職課

程履修の卒業生をフォローす

る体制の構築に向けて検討を

進めた。                     

④各学科で、キャリア支援委員や

指導教員が中心となり、就職活

動を開始しない学生に対して

早期の就職活動を促した。 

⑤各学科で取得できる資格・免許

の見直し・精選を行い、現行の

資格・免許を維持することを確

認した。 

⑥該当する学科で、国家資格や免

許の取得に向けた講座等を開

設し、支援体制を充実させた。 

⑦国際交流等に関心のある学生
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を、国際交流語学学習センタ

ーにつなげることを心がけ

る。 

 

 

 

 

[心理学科] 

①公認心理師科目履修者の中で

も大学院進学・就職等の複数

の選択肢があることから、必

要に応じてキャリアデザイン

の相談を継続する。 

②就職活動を開始しない学生に

は、キャリア支援センターと

連携し、働きかける。 

[教育学科] 

①教育学科OB・OGセミナーを

開催するとともに、学生のニ

ーズを把握し、教員以外の進

路を希望する学生へのキャリ

ア形成を支援する。  

 

②教員採用試験不合格者・一般

企業志望者への講師登録のサ

ポートを継続する。 

 

 

③「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

等において、茨城県教員採用

試験形式に対応した科目運営

を行う。 

④公立幼稚園採用試験・保育士

試験受験予定者への学科（授

業内外）における対策講座を

継続する。 

[現代社会学科] 

①介護初任者研修の受講を推奨

する。      

②早い段階からの、社会福祉士

国家試験受験のための自主的

な学習会開催を推奨する。             

③ゼミナール等でキャリア形成

を考える機会を提供する。 

[コミュニケーション学科] 

①3・4年生に対しては一般的な

大学生の就職活動状況データ

を就職白書から抜粋して周

知、3年生に対してはインタ

ーンシップ情報に関するポー

タルサイトを提示といった形

式で、学科独自に就職情報を

提供する。 

②キャリア支援センターからの

情報を学生に効果的に伝達す

る仕組みについて検討する。 

③英語教職課程、日本語教師資

格、ICCO（文化交流創成コーデ

ィネーター）の資格取得の条

件に関する周知を行い、資格

の取得を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

④学科学生に対して留学への参

加を促すとともに、履修等に

を国際交流語学学習センター

につなげることに努めた。とく

にコミュニケーション学科で

は、英語学習を推進し、留学生

や海外大学との交流の機会を

増やし、学生の留学・海外研修

を促進した。 

[心理学科] 

①公認心理師科目履修者の中で

も大学院進学・就職などの複数

の選択肢があることから、必要

に応じてキャリアデザインの

相談を継続した。 

②就職活動を開始しない学生に

は、キャリア支援センターと連

携し、働きかけた。 

[教育学科] 

①学生の就職に対するニーズを

検討し、例年よりも一般企業・

公務員に就職した卒業生を多

く招いて、教育学科OB・OGセ

ミナーを開催し、学生のキャリ

ア形成を支援した。 

②教員採用試験不合格者・一般企

業志望者へ向けて、講師登録ガ

イダンスをオンデマンド形式

で行い、講師登録のサポートを

行った。 

③「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」等

において、茨城県教員採用試験

形式と試験の早期化に対応し

た科目運営を行った。 

④公立幼稚園採用試験・保育士試

験受験予定者への学科（授業内

外）における対策講座を継続し

た。 

[現代社会学科] 
①介護初任者研修の受講を推奨

した。 

②早い段階からの、社会福祉士国

家試験受験のための自主的な

学習会開催を推奨した。             

③ゼミナール等でキャリア形成

を考える機会を提供した。 

[コミュニケーション学科] 
①3 年生夏のインターンシップ

参加の重要性などに関して、学

生に対しては 4 月に開催され

る学年別のオリエンテーショ

ン（2～4年）、父母等には父母

等懇談会を通じて説明した。 

 

 

②キャリア支援センターからの

情報については、担当教員を通

じて各ゼミで周知した。 

③22 年度から新規資格として導

入した文化交流創成コーディ

ネーター（ICCO）に関して、4

月のガイダンスをはじめ、

Google classroomを通じて履

修を促した。その結果として今

年度は2名の学生がICCO資格

取得に必要な夏季集中セミナ

ー（1週間）に参加した。 

「英語科教育法Ⅰ・Ⅲ」において、

共通教材「教師のためのポート

フォリオ」を使用した。 

④学科学生に対して留学への参

加を促すとともに、履修等に関
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関して十分なサポートを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤対面およびオンラインの両方

で、海外協定校等の学生との

交流を深められるよう支援す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥専門科目の各授業で，国際交

流語学学習センターが開催す

る留学説明会への参加を促

す。 

 

 

 

[健康栄養学科] 
①学科キャリア支援委員を中心

に求人情報等を共有して、キ

ャリアパスのマッチングを図

り就職率100％達成を目指

す。 

②茨城県栄養士会の無料職業紹

介所からの管理栄養士・栄養

士等の求人情報収集を継続す

る。  

③短大・大学連携同窓会「常磐

栄養士会」と連携して、卒業

生から就職情報収集を継続す

るとともに、卒業生によるキ

ャリアパスセミナーの企画

等、低学年から将来の職業像

を意識させる。   

 

 

④学科内に「管理栄養士国家試

験対策委員会」を置き、毎月

開催して情報共有し、管理栄

養士国家試験合格率の増加を

図る。 

⑤管理栄養士国家試験ガイダン

スを実施し学生に意識付けを

行う。 

⑥ゼミナール指導教員が4年生

に対して勉強する環境づくり

を支援する。 

 

して十分なサポートを行う。 

各授業で留学への参加を促す

とともに、教務委員が履修指導

を行い、国際センター委員の教

員が履修についての助言を行

った。その結果、2月中旬実施

の国際交流語学学習センター

の留学準備コースに 5 名の本

学科学生が登録した。なお、交

換留学に必要なTOEIC IPを4

回開催した。 

⑤対面およびオンラインの両方

で、海外協定校等の学生との交

流を深められるよう支援する。 

各授業で交換留学生との対面

での交流活動およびオランダ

のライデン大学日本語サーク

ルのメンバーとのオンライン

交流会への参加を促し、本学科

学生が多く参加した。参加人数

は次の通りである。 

・カリフォルニア大学フレズノ

校の学生との交流活動21名、 

・Talk Time（ウクライナ語２名、

タイ＆ベトナム語7名、タイ語

14名、モンゴル語 5名、ポー

ランド語6名、韓国語7名、英

語 Talk Time 春 12 名、秋 11

名）、 

・ライデン大学日本語サークル

のメンバーとのオンライン交

流会23名 

⑥専門科目の各授業で、国際交流

語学学習センターが開催する

留学説明会への参加を促す。 

英語コミュニケーション演習Ⅰ・

Ⅱや英語表現演習Ⅰ～Ⅳの授

業で、留学説明会への参加を促

した。 

[健康栄養学科] 
①学科キャリア支援委員を中心

に求人情報等を共有して、キャ

リアパスのマッチングを図り

就職率 100％の達成を目指し

た。 

②茨城県栄養士会の無料職業紹

介所からの管理栄養士・栄養士

等の求人情報収集を継続して

いる。  

③短大・大学連携同窓会「常磐栄

養士会」と連携して、卒業生か

ら就職情報収集を継続すると

ともに、卒業生によるキャリア

パスセミナーの企画など、低学

年から将来の職業像を意識さ

せるため、2023年 9月に「常

磐栄養士会」においてOGOBよ

り講話をして頂く場を設けた。   

④学科内に「管理栄養士国家試験

対策委員会」を置き、毎月開催

して情報共有し、管理栄養士国

家試験合格率の増加を図った。 

 

⑤管理栄養士国家試験ガイダン

スを実施し学生に意識付けを

行った。 

⑥ゼミナール教員が 4 年生に対

して勉強する環境づくりを支

援する為に、教室での予約制学

習環境を整えた。  
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Ⅱ-Ｂ- 4[看護学部] 

・「TOKIナースキャリア支援

計画」を定期的に点検し、

計画に沿った支援をキャリ

ア支援センターとの連携の

もと行う。 

・資格取得に対する学生の意

識を高め、保健師をめざし

て意欲的に学習する学生を

増加させる。 
・資格取得、進学に向けた支

援を継続する。 
・離職防止のための教育や支

援を行う。 
・卒業生とのネットワークを

構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-B- 4［人間科学研究科] 

・心理臨床センター研修員と

しての活動を通じて、学生

が就職、受験に取り組む動

機付けを強化する方策の検

討が必要。 

⑦4年生に対する国家試験対策

科目の充実を図るとともに定

期的に模擬試験を実施し、国

家試験受験へのモチベーショ

ン強化を図る。 

⑧低学年から管理栄養士資格取

得の重要性を意識させるプロ

グラムを展開する。  

 

Ⅱ-B-4 [総合政策学部] 

①キャリア支援センターと連携

し、ゼミ担当教員からの就職

支援を行う。 
②学生の資格取得を学部資格支

援室で支援を行う。 
③就職内定者、OB・OGとの意

見交換会を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-Ｂ- 4[看護学部] 

①学部キャリア支援委員会で作

成した「TOKIナースキャリア

支援計画」を点検・改善し、

計画に沿った支援を継続す

る。 

②キャリア支援センターと連携

して、就職内定状況を定期的

に把握し、進路支援につなげ

る。 

③保健師国家試験受験資格、養

護教諭一種免許状の取得、お

よび助産師学校等への進学に

対する支援を継続する。 

④保健師の魅力を伝え、より学

力の高い履修生を確保するた

めの説明会を行う。 

 低学年の学生と保健師課程担

当の教員との交流企画を実施

する。 

⑤就職状況、卒業生の在籍状況

の調査など、進路支援の評価

を継続する。 

⑥卒業生の離職防止のための支

援を検討する。 

⑦ホームカミングデーの実施に

ついて検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B- 4［人間科学研究科] 

・心理臨床センターと研究科と

の連携の中で、進路支援の在

り方を検討する。（実現計画

未記入事項） 

 

⑦4 年生に対する国家試験対策

科目の充実を図るとともに定

期的に模擬試験を実施し、国家

試験受験へのモチベーション

強化を図る指導を行った。 

⑧低学年から管理栄養士資格取

得の重要性を意識させるプロ

グラムを展開することを企画

した。 
Ⅱ-B-4 [総合政策学部] 
①キャリア支援センターと連携

し、ゼミ担当教員からの就職支

援を行った。 
②学生の資格取得を学部資格支

援室で支援を行った。 
③ゼミナール等で就職内定者、

OB・OG との意見交換会を実

施した。 
［法律行政学科］ 
今年度公務員試験に合格した

４年生５人を講師役として自

治体職員合格者座談会を実施

し、50 人のほどの在学生から

の質問への対応や意見交換を

行った。 
Ⅱ-Ｂ- 4[看護学部] 
①「TOKI ナースキャリア支援計

画」に基づき、キャリア支援セ

ンターと連携したマナー講座、

就職セミナー、ガイダンスの開

催を継続している。 
②4 年生の就職支援をキャリア

支援センターと連携して行い、

就職内定状況を定期的に把握

した。 
③保健師資格取得の支援として、

模試 4 回、毎回の振り返りゼ

ミ、補講を行った。養護教諭一

種免許状取得に向けては低学

年からの学習支援を継続して

いる。保健師、助産師を志望す

る学生を対象として、それぞれ

説明会を開催し、個別相談に応

じている。 

④保健師課程の履修者数を確保

するため、履修ガイダンス、科

目「看護職への道Ⅰ（看護職の

学びの基盤）」等において保健

師の仕事や魅力について説明

した。また低学年次生への課程

案内を強化するため、「W ライ

センスを考える会」を3月に行

った（参加16名）。 

⑤進路支援を評価するための調

査には至らなかった。 

保健師として3名、養護教諭と

して1名（茨城県）、養護助教

諭として 2 名（茨城県、栃木

県）が就職し、助産師学校への

進学は3名であった。 
⑥卒業生の離職防止のための支

援は検討中である。 
⑦についてはまだ着手できてい

ない。 
Ⅱ-B- 4［人間科学研究科] 
・他の業務を優先したため、未着

手である。 
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Ⅱ-B -4 [キャリア支援センタ

ー] 

・新定義のインターンシップ

等の参加推進 

・進路満足度に資する支援の

充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B -4 [教職センター] 

・教員採用試験の早期化・複

線化および内容の変更状況

をふまえ、「教職アカデミ

ーⅡ～Ⅴ」の開講内容を総

合的に検討する。 
・自治体ごとや免許種ごとの

教員採用試験および講師募

集の状況をふまえ、教員採

用試験説明会および講師募

集に関する案内の周知や講

師登録説明会の効果的な実

施内容・方法を検討する。 

Ⅱ-B -4 [キャリア支援センター] 

・キャリア形成支援に係る取組

の推進（オープンカンパニー

（年次不問）、インターンシ

ップ（学部3・4年）参加促

進） 

・1･2年次向け就職支援プログ

ラムの充実（eラーニング教

材「竹びとSPI」の積極的な

活用、「竹びとSPI模試」の

利用促進を含む） 

・前年度の就職支援活動の振り

返りを行い、課題を検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B -4 [教職センター]          

・「教職アカデミーⅡ～Ⅴ」の

受講状況を点検し、必要に応

じて開講内容・方法を改善す

る。 

・教員採用試験の受験状況や講

師募集への応募状況を分析

し、必要に応じて教員採用試

験説明会および講師募集に関

する案内の周知や講師登録説

明会の実施内容・方法を見直

す。                                    

Ⅱ-B -4 [キャリア支援センター] 
・継続講座の「インターンシップ

等対策講座」「インターンシッ

プ等ES 講座」「インターンシ

ップ等マナー講座」（3 年）の

ほか、「インターンシップ／オ

ープンカンパニーの活用方法

解説セミナー（zoom）」（1・2・
3年）・「後期スタートアップ講

座～インターンシップ振り返

り～」（3年）を新規に実施し、

インターンシップ等の参加の

意義・エントリーのための必要

事項やマナーを学ぶ機会を設

けて意欲の醸成に努め、参加者

数の増加に繋げた。 
 
・前年度から継続して「大学２年

生向けキャリア形成講座」・「大

学１～３年対象就活なんでも

質問会」を実施し、早期からキ

ャリア形成に取り組む気運づ

くりに努め、支援を行った。 
・採用試験において SPI を取り

入れている企業・自治体受験希

望者向けに、「竹びとSPI操作

解説動画配信」・「竹びとSPI模
擬試験（オンライン）」（春セメ

スター「テストセンター・固定

2」、秋セメスター「テストセン

ター・固定１」）・「竹びとSPI
模擬テスト解説会（オンライ

ン）」の実施を周知し、利用を

促した（短大と共催）。春セメ

スターは昨年比で受験者数は

増えたが、秋セメスターは同程

度であった。これは、秋セメス

ターに実施するものについて

は受験結果を指導教員へ知ら

せる旨を通知しているためか

と思われる。 
 
・2023年度全学キャリア支援委

員会において、学科ごとの前年

度のキャリア支援活動の振り

返りを実施し、５月の全学キャ

リア支援委員会で報告し情報

共有を行った。 
・各学科の重点項目として「就職

率の維持・向上」を挙げたのは

7学科（心理、現社、コミ、健

康、経営、総合、看護）で、23
年度はほぼ達成した。 

 
Ⅱ-B -4 [教職センター] 
・Google クラスルームおよび

Google フォームを活用し、教

員採用試験の受験状況につい

て4回の調査を実施した。また

Google クラスルームにより講

師登録の説明会を行った。 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅲ 
教

育

資

源

と

財

的

資

源 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A-1 教育課程編成・実

施の方針に基づいて教員

組織を整備している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A[看護学研究科］ 

・2023（令和5）～2025（令

和7）年度（開設2～4年

目）の中期計画の立案 

Ⅲ-A- 1［人間科学部共通］ 
・教員定数、専門性に照らし

て、教員配置の適切性の点

検を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-1 [総合政策学部] 

適切な教員組織を整備する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ-A- 1[看護学部] 

・教育課程編成・実施の方針

に基づき、教員組織を定期

的に点検する。 
・人事計画をもとに退職者の

後任をすみやかに補充す

る。 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ-A- 1［人間科学研究科] 

・研究科所属教員は学部の教

員を併任している。そのた

め、カリキュラム運営にお

いて、学部との連携の可否

も含め検討し、持続可能な

運営を心掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A[看護学研究科］ 

・2023（令和5）～2025（令和

7）年度（開設2～4年目）の

中期計画を立案する。 

Ⅲ-A- 1［人間科学部共通］ 

・恒常的に、教員配置の適切性

を質的および量的な面から再

確認し、不足がある場合に

は、優先度を見極めながら、

教員配置検討を要望する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-1 [総合政策学部] 

① カリキュラムに基づき各学

科の人事採用計画を立てて

教員採用を行う。 
②非常勤講師の採用について

は、学部・学科が求める人材

を必ずしも確保できていな

い。年齢制限や居住地要件の

緩和、オンラインによる講義

を認めるなどの改革を大学に

働きかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A- 1[看護学部] 

①教育課程編成・実施の方針に

基づいた適切な教員配置であ

るかを点検する。定年等によ

る退職予定があるため、着実

に人事計画を立案・実施する。 
②教務助手、実習非常勤助手を

充足する。 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A- 1［人間科学研究科] 

・持続可能なカリキュラムおよ

び研究指導体制の検討を続け

る。 

 

 

 

Ⅲ-A- 1[看護学研究科］ 

・2024年度教員補充計画に基づ

き、教員公募計画を策定し補

充する（7月公募予定）。 

・大学設置基準等の規定を充足

した大学院専任教員・研究指

導教員等の採用・昇任基準の

規程を作成・または見直す。 

・教員の荷重負担を軽減するた

め教員数や領域配置の見直し

や教育補助者の採用の必要性

を継続的に検討する。 

 

 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A[看護学研究科］ 
・研究科開設にあたって策定し

た2024年度教員補充計画を実

施した。 
Ⅲ-A- 1［人間科学部共通］ 
・教員配置の不足について、正規

教員、非常勤講師等様々の形態

で補充等が行われた。専任教員

について、2023年（令和5）度

末までに決定した新規教員採

用は心理1、教育１、健康栄養

1の3件である。各学科で、カ

リキュラム運営に不可欠・適正

な教員配置計画を検討した。未

達の部分については次年度に

教員配置を要望していく。 
Ⅲ-A-1 [総合政策学部] 
①昨年度に法律行政学科、経営学

科で計7名の退職者があった。

各学科の人事採用計画に基づ

いて年度春セメスターから 2

名、秋セメスターから2名の教

員採用を行った。また2024年

度に短期大学キャリア教養学

科からの転籍 2 名、新規 1 名

の教員採用を行い、人事採用計

画を満たすことができた。なお

2023 年度に 2名の退職者があ

ったが、こちらについても

2024 年度より新規 2名の教員

採用を予定している。 

②非常勤講師の採用については

居住地要件の一部が緩和され、

一定の成果が見られた。今後も

改革を大学に働きかけていく。 
Ⅲ-A- 1[看護学部] 
①専任教員は大学設置基準に定

める教員数を充足しており、教

育課程編成・実施の方針に基づ

いた適切な配置であることを

確認した。定年等による退職予

定があり、後任教員の確保に努

めたが、1名分を充足すること

ができなかった。 
②教務助手は2024年度に2名採

用予定であるが、教務助手・実

習非常勤助手ともに定員は充

足できていない。 
Ⅲ-A- 1［人間科学研究科] 
・心理臨床センター所属教員は

増えたが、研究科委員は増員

がないため、指導体制の脆弱

性は継続している。 
 
 
Ⅲ-A- 1[看護学研究科］ 
・2024 年度教員補充計画に基づ

き、公募により2名の研究指導

教員資格のある教授2名（看護

管理学、成人高齢者看護学）を

補充した。 

・大学院教員資格審査規程の改

正を経て看護学研究科教員資

格規程運用細則と資格審査に

係る評価基準を作成した。 

・上記に則り学内教員の資格審

査を行い、最終的に研究科委員

会で新規に研究指導教員 2 名

（小児看護学、看護管理学）と
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 専任教員は、教育

課程編成・実施の方針に

基づいて教育研究活動を

行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 
（３）外部資金の獲得強

化 
・研究環境の整備 
・研究業績の検証、研究

成果報告の徹底 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A-1 [教職センター] 

・教職課程の運営にかかわる

業務体制の点検を行うとと

もに、学科間の連携を円滑

に進める方策について検討

する。 

Ⅲ-A- 2［人間科学部共通］ 
・学部・学科レベルでも、各

教員が研究活動を継続しや

すい環境の整備に努める。

サバティカル休暇制度の活

用を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 [総合政策学部] 

教育の改善と研究活動の推進

する体制を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ-A- 2 [看護学部] 

・教員の研究活動活性化のた

めの取り組みを行う。 
・科学研究費補助金、学部資

金獲得を支援する。 
・大学および学部が行うFD
活動への参加を促進する。 

・「常磐看護学研究雑誌」を

年1回発行し、研究成果の

発表機会を提供する。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-1 [教職センター] 

・教職センター委員からなるワ

ーキンググループの構成を見

直す。 

 

 

Ⅲ-A- 2［人間科学部共通］ 
①人事給与課を通じて年度ごと

の研究業績を学長に報告する

ことを徹底し、自身の研究に

ついて点検評価を行い、研究

の活性化に努める。 

②外部資金、科学研究費の獲得

を推奨する。  

③研究倫理教育の受講を徹底す

る。                  

④学部紀要の年2回の刊行を維

持する。                 

⑤研究時間確保のため、業務の

偏りの改善に努める。 

⑥FD活動への積極的参加を促

す。                     

⑦授業アンケートへのフィード

バックを徹底する。必要に応

じて、授業アンケートの結果

を学部・学科内で共有し、次

年度の授業改善に努める。 

 

 

Ⅲ-A-2 [総合政策学部] 

①年度初めに学部長・学科長で

昨年度の授業評価アンケート

と教員の研究成果報告を確認

し、必要に応じて面接を実施

し、教育改善・研究活動の推

進を図る。 

②科研費等の外部資金獲得を促

す。 

③研究倫理教育の受講を徹底す

る。                    

④学部紀要の年2回の刊行を維

持する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A- 2 [看護学部] 

①教員の研究活動の進捗状況に

ついて、学部内で定期的に確

認する。必要時、業務調整を

行う。 

②科学研究費補助金、外部資金

獲得のため計画的に申請準備

を行う。 

③学部内あるいは他学部の教員

との交流を行い、共同研究の

機会を創出する。 

④研究倫理遵守のためのＦＤに

参加を促進する。 

⑤「常磐看護学研究雑誌」（研

副研究指導教員3名（看護管理

教育学、地域在宅看護学、成人

高齢者看護学）の昇格を決め

た。 

・論文数の換算方法に関し、今年

度実施した方法を参考に 2024

年度に「申し合わせ」を作成す

る。 

Ⅲ-A-1 [教職センター] 

・教職センター委員からなるワ

ーキンググループの構成を見

直し、業務の効率的・効果的な

実施を図った。 

 

Ⅲ-A- 2［人間科学部共通］ 

①2023（令和5）年度研究業績の

提出率 90.1％（特任除く

100％）。Researchmapの作成を

通して各教員が自身の研究の

点検評価を行った。            

②科研費の新規採択数3件 

③研究倫理教育の受講率 100％  

④第41巻第1号・第2号を刊行

した。     

⑤授業担当数が多い教員を抱え

る学科では、研究科と連携の上

検討し、対応を進めた。    

⑥大学 FD 活動への参加率 

78.7％（特任除く87.3％）。常

磐短期大学・大学院のFD活動

も周知した。    

⑦各教員が授業アンケートのフ

ィードバックの徹底に努めた。   

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 [総合政策学部] 

①年度初めに学部長・学科長で昨

年度の授業評価アンケートと

教員の研究成果報告を確認し

たが、面接に至ったケースはな

かった。 

②科研費の採択については、研究

代表者が0件（申請4件）、研

究分担者が2件であった。なお

昨年度からの継続は研究代表

者が 4 件、研究分担者 3 件で

あった。 

③研究倫理教育は学部所属教員

全員が受講した。 

④学部紀要『常磐総合政策研究』

は2023年12月と2024年3月

に発行され、研究論文6件、研

究ノート6件、課題研究助成報

告1件が掲載された。 

Ⅲ-A- 2 [看護学部] 

①研究活動の進捗状況確認は、一

部の教員を対象とすることに

とどまった。 

②③外部資金獲得のための支援

や共同研究の機会創出に関す

る取り組みには至らず、次年度

の課題である。 

④研究倫理順守のためのコンプ

ライアンス教育について学科

内で周知し、教員全員が参加し

た。 

⑤「常磐看護学研究雑誌」第6巻

（査読付）を発刊した。投稿申
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-3 学生の学習成果の

獲得が向上するよう事務

組織を整備している。 
 

 

 

Ⅲ-A-4 労働基準法等の労

働関係法令を遵守し、人

事・労務管理を適切に行

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人事政策 

（１）適正な人材の確保 

① 人材多様化への

対応 

② 人事採用計画に

基づく人材確保 

（２）人材育成の強化 

① 教員が不断に多

様な教育研究活動

を行うための仕組

みや環境の整備 

② 人事考課制度の

活用 

③ 研修制度の充実 

④ FD・SDの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A- 2［人間科学研究科] 

・研究科所属教員は学部の教

員を併任している。そのた

め、委員会活動において、

学部との委員兼任の可否も

含め検討し、業務をスリム

化し、持続可能な運営体制

の検討を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 [教職センター] 
・教職課程単独でのFD・SD

を実施するとともに、FD・

SDにおける外部機関との連

携について検討する。 

Ⅲ-A- 3 
・事務組織の責任体制が機

能・確立しているかについ

ては、高等学校等の関係者

や地域の産業界をはじめと

する学外のステークホルダ

ーへの意見聴取も取り入れ

ながら、地域・社会の要請

に応えているかの定期的な

点検を継続し、必要に応じ

て改善を図る。 
Ⅲ-A-3［人事給与課］ 

１ 人事政策 
（１）適正な人材の確保 
① 人材多様化への対応 
② 人事採用計画に基づく人

材確保（事務員の年齢構成の

適正化を含む） 
（２）人材育成の強化 
① 教員が不断に多様な教育

研究活動を行うための仕組み

や環境の構築 
② 研究計画に基づいた個人

研究費の支給（申請制度の導

入） 
③ 多様な研修形態による教

職員の能力開発の強化 
（３）適正な人事評価の実施 
  ① 教員の人事考課の実

施と処遇への繁栄の検討   
  ② 事務員の人事考課の

処遇への繁栄 
  ③ 事務員のモチベーシ

究紀要）を年1回発行し、論

文投稿を促進する。 

⑥FD活動への参加を促進する。 

⑦年度末の研究成果報告書の提

出を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A- 2［人間科学研究科] 

・共同運営となった委員会で生

じる問題を確認し、必要があ

れば研究科委員会で共同運営

の課題について審議を行う。 

・可能な範囲で、研究科と学部

等で選出される委員の兼任を

継続する。 

Ⅲ-A- 2[看護学研究科］ 

・看護学研究科FD委員会を中

心に年度計画に沿ってFDを

実施し、評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-A-2 [教職センター] 

・教職センターが主催するFD

フォーラムおよびSD研修会

の実施に向けた準備を進め

る。 

Ⅲ-A- 3 
・高等学校等を対象とするアン

ケート調査等の実施計画を策

定する。 
・「常磐大学・常磐短期大学の

教育研究活動に関する懇談

会」を通じて意見聴取を実施

する。 
 

 

 

Ⅲ-A-3［人事給与課］ 

１ 人事政策 
（１）教職員人事制度 
① 事務系職員の職位運用体系

の検討・見直し 
② 67歳定年制の実施 
③ 職員個々の働き方に応じた

労働環境整備の検討 
（２）人員計画・人事採用計画 
① 学校法人全体の現状を踏ま

えた教職員に関する人事政策の

策定 
② 退職者推移、組織構成の年

聯バランスを踏えた人員計画、

人事採用計画の策定 
（３）計画的な人材育成、研修

施策の実施 
① 研修体系に沿った体系的な

研修の実施 
② 自己啓発等への取り組みと

FD・SDへの参加を通した人材

育成への取り組み 

込は5件あったが、投稿は3編

であった。 

⑥学部FD委員会の企画により、

教育に関して「インシデント・

アクシデントの速やかな報告」

（参加率78.8％）、研究に関し

て「研究プロセスを見直してみ

よう」（参加率91％）をテーマ

にFDを行った。 

⑦研究成果報告書は全員が提出

した。 

Ⅲ-A- 2［人間科学研究科] 

・生じた問題は解決したが、共同

運営によるデメリットは未解

決である。 

・今年度も、可能な範囲で、研究

科と学部での委員の兼任を継

続する。 

 

Ⅲ-A- 2[看護学研究科］ 

・年度計画に従い、本研究科独自

のFDを確実に実施しそれぞれ

評価した。FD の意義は理解さ

れているが参加率は低く、今後

は研究科教員の特定の能力向

上を目的としたFD活動と能力

評価にシフトしていく必要が

ある。 

・次年度研究科教員の異動が多

いので、特に DP 及び CP の理

解のため実効性あるFDを実施

する必要がある。 

Ⅲ-A-2 [教職センター] 

・教員採用試験の早期化・複数回

化をテーマに教職センターが

主催する「教職課程FDフォー

ラム」を開催した。 

Ⅲ-A- 3 

・併設短期大学とともに「自己点

検・評価の取り組み作業スケジ

ュール」を策定した。 

・「常磐大学・常磐短期大学の教

育研究活動に関する懇談会」構

成員の人選を進めたものの

2023 年度中の開催には至らな

かった。 
 

 

Ⅲ-A-3［人事給与課］ 

１ 人事政策 
（１）教職員人事制度 
① 事務系職員の職位運用体系

の検討・見直し 
・「学校法人常磐大学事務職員の

職位に関する規程」に定める職

位ごとに必要とされる能力に

基づき、役職，職位の要件およ

び職務の級との関係性におけ

る齟齬を解消するため、適正な

運用が行われた。 
② 67歳定年制の実施 
・67 歳定年制の実施にむけ「学

校法人常磐大学定年規則」を改

正した。2023年度、定年年齢

を63歳とし、以降2年に１歳

の引き上げを行い、2031年度

をもって67歳定年制が実現す

る。 

③ 職員個々の働き方に応じた

労働環境整備の検討 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ョン向上のための昇格と昇給

の仕組みの明確化 
（４）適正な人員配置 
  ① 業務の量・質・密度

に応じた人員配置 
  ② 上限を定めた定期異

動の完全実施による組織およ

び人材の硬直化の回避   
（５）人件費の適正化 
  ① 定年年齢延長を踏ま

えた人件費の適正化 
   ② 各種手当の見直し 
  ③ 定期昇給制度の見直

しの検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 女性管理職者の登用促進 
（４）大学教員の人事考課制度

の導入に向けた検討 
（５）認証評価指摘事項を踏ま

えた人事面からの対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・子育てや家族の介護など個人

の置かれた状況に応じて柔軟

な働き方が選択できるよう、

2024年度から「子の看護休暇」

「育児目的休暇」「介護休暇」

を有給休暇とした。また、「子

の看護休暇」については、職業

生活と家庭生活の両立支援に

ついて更なる向上を図るため、

取得可能期間を『小学校就学の

始期まで』から『義務教育修了

年度の末日』に拡大した。 

（２）人員計画・人事採用計画 
① 学校法人全体の現状を踏ま

えた教職員に関する人事政策の

策定 
・大学教員の定員管理について

は、人数、教授数ともに設置基

準を充足している状況の下、定

年や任期満了等に伴う欠員充

足については、その専門性や必

要性を見極めた適正数の確保

を踏まえた採用活動を実施し

た。 

② 退職者推移、組織構成の年

聯バランスを踏えた人員計画、

人事採用計画の策定 
・定年年齢の引き上げ、年齢構成

の平準化を念頭に採用計画を

立案した。事務員においては、

経験者採用を積極的に行った

ほか、非常勤職員 1 人の無期

雇用転換を受け入れた。 

（３）計画的な人材育成、研修

施策の実施 
① 研修体系に沿った体系的な

研修の実施 
・新規採用教職員に入職前研修

（学内）を実施した。また、大

学職員としての資質向上を目

的とした日本私立大学連盟の

研修プログラムのほか，若手職

員育成、新任管理職者等の研修

へ派遣した。 

② 自己啓発等への取り組みと

FD・SDへの参加を通した人材

育成への取り組み 
・各種の知識、能力、技量の向上

を目的とした自己啓発等への

取り組みの推奨と「教職協働」

による学校運営を推進するた

め、教育職員と事務職員が相互

に参加するプログラムとして

大学院を含めた FD フォーラ

ム等への参加を義務付け、引き

続き連携強化に努めた。 
③ 女性管理職者の登用促進 
・女性活躍推進法による一般事

業主行動計画を踏まえ、女性管

理職の登用促進に努め、新たに

1名を統括に、4名を統括補佐

に登用した。 

（４）大学教員の人事考課制度

の導入に向けた検討 
・大学教員の人事考課について

は、未だ導入の検討段階であ

り、引き続き他大学の先進的な

事例研究に努めた。 
（５）認証評価指摘事項を踏ま

えた人事面からの対応 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1 教育課程編成・実

施の方針に基づいて校

地、校舎、施設設備、そ

の他の物的資源を整備、

活用している。 
 
 
Ⅲ-B-2 施設設備の維持管

理を適切に行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ- C 技術的資源

をはじめとするその他の

教育資源］ 
Ⅲ- C -1 大学は、教育課

程編成・実施の方針に基

づいて学習成果を獲得さ

せるために技術的資源を

整備している。 
 

 

 

 

［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ- D -1財的資源を適切に

管理している。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．施設設備 
（１）教育環境の整備 
（２）安全安心な環境の

維持 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．施設設備 
（１）教育環境の整備 
・ICT環境の充実 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
・本学の健全性維持と本

法人での事業活動収支

差額の均衡化による財

務基盤の改善 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1［情報メディアセンター］ 
・図書について、収集可能冊

数と蔵書冊数の均衡を図り

ながら、適正な蔵書規模を

維持する。 
 

 

 

 

 

 

Ⅲ-B-1［施設設備課］ 
・教育研究環境の整備、特に

施設設備の整備計画・修繕

計画等について、「施設等

環境整備計画」に基づき実

施していく。 
 

 

Ⅲ-B-2［施設設備課］ 
・教育研究環境の整備、特に

施設設備の整備計画・修繕

計画等について、「施設等

環境整備計画」に基づき実

施していく。 
・その際、隔年で実施してい

る学生満足度調査の結果か

ら得られた学生の要望等に

も極力配慮する方針として

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

［基準Ⅲ-C 技術的資源をは

じめとするその他の教育資

源］ 
Ⅲ-C-1［情報メディアセンター］ 
・キャンパス内のネットワー

クシステムを整備する（回

線の強化等を含む）。 
 
 
 

 

 

［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ-Ｄ- 1[会計経理課] 

・教育の質を維持すべき資金

配分の調整と継続した事業

活動支出の抑制、適正な執

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1［情報メディアセンター］ 
・選書方針に基づく各種資料収

集を推進する。 
・各種資料の除籍および除却を

推進する。 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ- B-1［施設設備課］ 

○2023（令和5）年度事業計画 

(1)「施設等環境整備計画」に

基づき、以下を実施する。 

 ①見和キャンパス新校舎(新B

棟)建築工事【2023年12月竣

工予定)】 

 ②既設教室等(J棟)改修工事 

Ⅲ-B-2［施設設備課］ 
○2023（令和5）年度事業計画 
(1)「施設等環境整備計画」に基

づき、以下を実施する。 
 ①空調設備更新(U棟､L棟学

生食堂) 
 ②T棟学生ホールスリーン改

修工事 
 ③L棟学生食堂厨房床改修 

工事 
(2)学生からの要望に基づき、以

下を実施する。 
 ①トイレの改修工事 
 「見和キャンパストイレ温水

洗浄便座化計画」に基づく､F
棟1階､Q棟地下1階･3階･4
階､U棟1階トイレ改修工事 

(3)省エネルギーおよび環境保護

の取り組み 
 ①T棟学生ホールの照明

LED化工事 
 

［基準Ⅲ-C 技術的資源をはじ

めとするその他の教育資源］ 
 
Ⅲ-C-1［情報メディアセンター］ 
・2024年4月に運用を開始する

新校舎に合わせ、ネットワー

ク設備を導入する。  

また、新校舎の無線LAN環境

については、教室以外に研究

室も含め、全館無線化を実現

する。 

 

［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ-Ｄ- 1[会計経理課] 

・事業活動収支差額の均衡化を

図るため、在籍者数に応じた

予算の配分調整と適切な執行

・各教員の研究業績の実績につ

いて、個人研究費研究成果(経
過)報告書の内容確認を行った

ほか，国立研究開発法人科学技

術振興機構（JST）が運営する

「research map」の導入を決

定した。この導入に伴い、詳細

かつ広範囲な情報提供が可能

となることから、更なる研究活

動の活性化が見込まれる。 

 

［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1［情報メディアセンター］ 
・図書資料は「常磐大学情報メデ

ィアセンターの資料収集と選

書に関する方針」に基づき、学

科構成およびカリキュラムに

十分配慮して選書を行った。 

・2023年7月8月2024年2月3

月に、館内に保管してあった個

人研究費戻り資料 843 点の除

籍作業を行った。 
 

Ⅲ- B-1［施設設備課］ 

○環境整備について以下を実施

した。 

 ①見和キャンパス新校舎(新 B

棟)建築工事 

 ②既設教室等(J棟)改修工事 

 

 

Ⅲ-B-2［施設設備課］ 
○環境整備について以下を実施

した。 

 ①空調設備更新(U棟､L棟学生

食堂) 

 ②T 棟学生ホールスクリーン

改修工事 

③L棟学生食堂厨房床改修 

工事 

 

 

○トイレ整備(温水洗浄便座化工

事)について以下を実施した。 

 ①F棟1階､Q棟地下1階･3階･

4階､U棟1階 

 

○省エネルギーおよび環境保全

の取り組みついて以下を実施し

た。 

 ①T棟学生ホールの照明 

LED化工事 

 

［基準Ⅲ-C 技術的資源をはじ

めとするその他の教育資源］ 
 

Ⅲ-C-1［情報メディアセンター］ 

・2024年4月に運用を開始した

新校舎に合わせ、ネットワー

ク設備の導入が実現した。 

また、新校舎の無線LAN環境

については、教室以外に研究

室も含め、全館無線化が完了

した。 
 

［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ-Ｄ- 1[会計経理課] 

・2023 年度予算は、本学では収

容定員充足率 100％を超える

学生の確保により学生生徒等
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ- D -2財務の実態を把握

し、財政上の安定を確保

するよう計画を策定し、

管理している。 
 

 

・中期財務計画の策定と

精査、見直し 
・教育の質を維持すべき

資金配分の調整と継続

した事業活動支出の抑

制 

行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-Ｄ- 2[会計経理課] 

・本学の健全性維持と本法人

での事業活動収支差額の均

衡化による財務基盤の更な

る改善 
・新たな中期財務計画の策定

と精査、見直し 

 

管理を実施 

①経常的経費支出の適正化 

②教育研究経費支出の適正化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ-Ｄ- 2[会計経理課] 

・事業活動収支差額均衡化の維

持に向けた新たな中期財務計

画の策定 

 

納付金収入の安定的な維持が

図られ、収入超過が見込まれ

る。一方法人全体としては、経

常的経費の抑制に努めている

が、新校舎建築工事を主とした

大口の事業計画が含まれてお

り、事業活動収支差額は支出超

過の見込みである。期中での経

費抑制により調整を図ってい

るが、現在予算執行途上のた

め、決算により示す予定であ

る。 

・教育研究経費比率は、2023 年

度予算値で法人全体 36.6％、

本学 34.3％である。いずれも

「TOKIWA VISION 2023」で掲げ

た数値目標（33％以上）を上回

っており、教育研究経費単体で

見れば、教育研究の維持、充実

が図れる予算配分となってい

る。最終的な教育研究経費比率

については、決算により示す予

定である。 

・2024年度予算編成においては、

経常的経費支出で前年比 1％

～2％削減を実施するなど、法

人の財務状況や学生生徒の入

学者動向を見据え、予算編成会

議での協議内容を基に、予算配

分を行った。 

 

Ⅲ-Ｄ- 2[会計経理課] 

・「TOKIWA VISION 2023」の達成

状況を踏まえ、2024 年度からの

中期財務計画案を策定しており、

理事会で最終決定される。 
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

Ⅳ 
リ

｜

ダ

｜

シ

ッ

プ

と

ガ

バ

ナ

ン

ス 

［基準Ⅳ-A 大学設置法人

の長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1 法令等に基づいて

大学設置法人の管理運営

体制が確立している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-B 学長のリーダ

ーシップ］ 
Ⅳ- B -1学習成果を獲得す

るために教授会等の大学

の教学運営体制が確立し

ている。 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ- C -1 監事は法令等に

基づいて適切に業務を行

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ- C -2 評議員会等は法

令等に基づいて開催し、

諮問機関等として適切に

運営している。 

 
 
４ 管理運営 
（１）法人内学校間連携

の強化 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

［基準Ⅳ-A大学設置法人の長

のリーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1［総務課］ 
・理事長を中心とした、

「TOKIWA VISION 2023」
をはじめとする学校法人常磐

大学の各種目標項目の達成状

況の検証。 
・学校法人のガバナンス機能

を担保し向上するため、理事

会、評議員会および監事等の

機能の実質化を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-B 学長のリーダー

シップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・教学マネジメントを確立

し、学修者本位の教育とい

うミッションを達成するた

めに必要となる IR（教学

IR）機能の強化。 
 
 
 

［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ-C-1［監査室］ 

・監事は法令等に基づいて適

切に業務を行う。 
・監事の監査機能の充実を図

り、業務量、責務に見合っ

た体制を構築する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-C-2［総務課］ 

・評議員・評議員会機能の充

実、監事機能の充実等をは

じめとする私立学校法の改

［基準Ⅳ-A大学設置法人の長の

リーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1［総務課］ 
・私立学校法改正に適応する管

理運営体制を検討する。 
・常勤役員および各学校長間に

おいて定期的な情報共有・課

題検討の機会を創出する。 
・理事会・評議員会において、

「TOKIWA VISION 2023」
の達成状況を検証し、次節の

中長期計画を策定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシ

ップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・教学 IR機能の強化について

は、学修（学習）成果の獲得

状況を示す量的・質的データ

の収集、提供および分析の仕

組みの重点的な点検（テーマ 

基準Ⅱ-A、同Ⅱ-B関係）とあ

わせて取り組む。 
 

［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ-C-1［監査室］ 

・監事は学校法人の業務、財産

の状況、理事の業務執行状況

の監査を会計監査人、監査室

と連携し、遂行する。また、

理事会、評議員会へ出席し、

必要に応じて意見を述べる。 
・監事および監事を支援する体

制の充実を検討する。 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-C-2［総務課］ 

・評議員会を理事会に合わせ定

期開催するとともに、必要に

応じて臨時開催し、法人の業

［基準Ⅳ-A 大学設置法人の長の

リーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1［総務課］ 
・私立学校法改正に適応する管

理運営体制を検討し、常任理事

会（2024年2月7日）で報告

した。 
・常勤役員および各学校長との

定期的な情報共有・課題検討会

を実施した（2023年度20回）。

また、理事長が議長となり、常

任理事・学長・副学長・諸学校

長等が構成員である学校間連

携協議会を定期的に開催し、各

学校の現状と課題について議

論した。 
・「TOKIWA VISION 2023」の

最終年度にあたり、評議員会、

理事会（2024 年 3 月 28 日）

において、各計画項目に対する

取り組みや成果、数値目標の達

成状況を確認した。課題につい

て は 「 TOKIWA VISION 
2028」へと引き継いだ。 

・これまで推進してきた

「TOKIWA VISION 2023」や
各年度の事業計画の進捗状況

を踏まえ、2024年度から2028
年度までの 5 年間の目指すべ

き方向性を示す中長期計画と

し て 「 TOKIWA VISION 
2028」を策定し、評議員会・理

事会（2024 年 3 月 28 日）で

決議した。策定の過程において

は、パブリックコメント（本法

人ステークホルダー対象）を実

施し、多角的な意見の反映に取

り組んだ。 
 

［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシ

ップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・関係委員会等と連携し、各種ア

ンケート調査の改善に取り組

んだ。 
 

 

 

 

 

［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ-C-1［監査室］ 
・監事は学校法人の業務、財産の

状況、理事の業務執行状況の監

査を年3回実施した。また、監

事、会計監査人、監査室と連携

し、年2回三様監査連絡会を行

った。 

監事は理事会、評議員会へ出席

し、必要に応じて意見を述べ

た。 

・監事および監事を支援する部

署として監査室がおかれ、監事

監査において都度、監事を支援

した。 

 

Ⅳ-C-2［総務課］ 

・評議員会を年3回、理事会を年

5回（臨時理事会1回含む）実

施し、法令等で定められた事項
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基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

改善計画（方針・中期計画）

※2023～2025年度 
行動計画 

［2023年度計画］ 
2023年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 
Ⅳ- C -3 大学は、高い公

共性と社会的責任を有し

ており、積極的に情報を

公表・公開して説明責任

を果たしている。 
 
 
 
 
 
 
 

正に伴う対応。 

 

 

 

Ⅳ-C-3［総務課］ 

・幅広いステークホルダーの 
ユーザビリティ（理解容易

性）に留意した情報の公

開・公表。 

 

務に関する重要事項を諮問す

る。 

 

 

Ⅳ-C-3［総務課］ 

・情報公開に関する各法令等の

規定に基づき、速やかにわか

りやすく必要な情報を公開す

る。 

 

を含む法人の重要な事項につ

いては、理事会前に評議員会を

開催し諮問した。 

 

Ⅳ-C-3［総務課］ 

・Annnual Report（事業報告、財

務状況等）の配付に加え、法令

に基づいた公開すべき情報に

ついては、最新の情報をHPに

公開した。また、数カ年分の情

報を掲載することで利用者の

理解の深化に努めた。 

 

 
                                                                   以上 

 


